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(57)【要約】
本発明は、無線通信システムに関し、より具体的には、
ホワイトスペース帯域でのチャンネル化方法及びそのた
めの装置を開示する。本発明の一実施例に係るホワイト
スペース動作情報を提供する方法は、第１のステーショ
ン（ＳＴＡ）が第２のＳＴＡに、ＴＶホワイトスペース
高収率（ＴＶＨＴ）動作情報フィールドを含むフレーム
を伝送するステップを含むことができる。前記ＴＶＨＴ
動作情報フィールドは、プライマリーチャンネル番号、
チャンネル幅、チャンネル中心周波数セグメント０及び
チャンネル中心周波数セグメント１サブフィールドを含
むことができる。ここで、周波数セグメント０または周
波数セグメント１のチャンネル中心周波数は、チャンネ
ル開始周波数を基準にして決定することができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ホワイトスペース動作情報を提供する方法において、
　第１のステーション（ＳＴＡ）が第２のＳＴＡに、ＴＶホワイトスペース高収率（ＴＶ
ＨＴ）動作情報フィールドを含むフレームを伝送するステップを含み、
　前記ＴＶＨＴ動作情報フィールドは、プライマリーチャンネル番号、チャンネル幅、チ
ャンネル中心周波数セグメント０及びチャンネル中心周波数セグメント１サブフィールド
を含み、
　周波数セグメント０または周波数セグメント１のチャンネル中心周波数は、チャンネル
開始周波数を基準にして決定され、
　前記チャンネル開始周波数は、前記周波数セグメント０に対応するＴＶチャンネルイン
デックスまたは前記周波数セグメント１に対応するＴＶチャンネルインデックスの関数と
して決定される、動作情報提供方法。
【請求項２】
　前記チャンネル開始周波数は、
　前記周波数セグメント０に対応するＴＶチャンネルインデックスまたは前記周波数セグ
メント１に対応するＴＶチャンネルインデックスを基準にして、０番目のＴＶチャンネル
インデックスに該当するＴＶチャンネルの中心周波数値に設定される、請求項１に記載の
動作情報提供方法。
【請求項３】
　前記周波数セグメント０に対応するＴＶチャンネルインデックスまたは前記周波数セグ
メント１に対応するＴＶチャンネルインデックスは、前記周波数セグメント０または前記
周波数セグメント１で最も低いＴＶチャンネルのインデックスである、請求項１に記載の
動作情報提供方法。
【請求項４】
　前記チャンネル幅が一つの基本チャンネルユニット（ＢＣＵ）、２つの連続したＢＣＵ
または４つの連続したＢＣＵのうち一つに対応する場合、
　前記チャンネル中心周波数セグメント０サブフィールドは、ＴＶＨＴ基本サービスセッ
ト（ＢＳＳ）が動作する前記一つのＢＣＵ、前記２つの連続したＢＣＵまたは前記４つの
連続したＢＣＵを含むチャンネルに対する最も低いＴＶチャンネルインデックスを示す値
に設定される、請求項１に記載の動作情報提供方法。
【請求項５】
　前記チャンネル幅が２つの不連続的なＢＣＵ及び２つの不連続的な周波数セグメントの
うち一つに対応する場合、
　前記チャンネル中心周波数セグメント０サブフィールドは、ＴＶＨＴ　ＢＳＳが動作す
る前記周波数セグメント０の一つのＢＣＵまたは２つの連続的なＢＣＵを含むチャンネル
に対する最も低いＴＶチャンネルのインデックスを示す値に設定され、
　前記各周波数セグメントのそれぞれは２つの連続的なＢＣＵを含む、請求項４に記載の
動作情報提供方法。
【請求項６】
　前記周波数セグメント０は、プライマリーチャンネルを含む周波数セグメントである、
請求項５に記載の動作情報提供方法。
【請求項７】
　前記チャンネル幅が２つの不連続的なＢＣＵ及び２つの不連続的な周波数セグメントの
うちいずれか一つに対応する場合、
　前記チャンネル中心周波数セグメント１サブフィールドは、ＴＶＨＴ　ＢＳＳが動作す
る前記周波数セグメント１の一つのＢＣＵまたは２つの連続的なＢＣＵを含むチャンネル
に対する最も低いＴＶチャンネルのインデックスを示す値に設定される、請求項５に記載
の動作情報提供方法。
【請求項８】
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　前記周波数セグメント１は、プライマリーチャンネルを含まない周波数セグメントであ
る、請求項７に記載の動作情報提供方法。
【請求項９】
　Ｃｈａｎｎｅｌ　ｃｅｎｔｅｒ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ＝Ｃｈａｎｎｅｌ　ｓｔａｒｔｉ
ｎｇ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ＋ＴＶＨＴ＿Ｗ×ｄｏｔ１１ＣｕｒｒｅｎｔＣｈａｎｎｅｌＣ
ｅｎｔｅｒＦｒｅｑｕｅｎｃｙＩｎｄｅｘ＋ＣｈａｎｎｅｌＣｅｎｔｅｒＦｒｅｑｕｅｎ
ｃｙＣｏｒｒｅｃｔｉｏｎで、
　Ｃｈａｎｎｅｌ　ｃｅｎｔｅｒ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙはチャンネルの中心周波数で、
Ｃｈａｎｎｅｌ　ｓｔａｒｔｉｎｇ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙは前記チャンネル開始周波数で
、
ＴＶＨＴ＿Ｗは一つのＢＣＵで、
　ｄｏｔ１１ＣｕｒｒｅｎｔＣｈａｎｎｅｌＣｅｎｔｅｒＦｒｅｑｕｅｎｃｙＩｎｄｅｘ
は、前記周波数セグメント０に対応するＴＶチャンネルインデックスまたは前記周波数セ
グメント１に対応するＴＶチャンネルインデックスで、
　ＣｈａｎｎｅｌＣｅｎｔｅｒＦｒｅｑｕｅｎｃｙＣｏｒｒｅｃｔｉｏｎは所定の補正値
である、請求項１に記載の動作情報提供方法。
【請求項１０】
　ＰＰＤＵ（（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｌａｙｅｒ　ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｃｅ　ｐｒｏｃｅｄ
ｕｒｅ（ＰＬＣＰ）Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ））が一つのＢＣＵを用いて
伝送されたり、または２つの不連続的なＢＣＵを用いて伝送される場合、前記所定の補正
値は０で、
　ＰＰＤＵが２つの連続的なＢＣＵを用いて伝送されたり、または２つの不連続的な周波
数セグメントを用いて伝送される場合、前記所定の補正値は０．５×ＴＶＨＴ＿Ｗで、
　ＰＰＤＵが４つの連続的なＢＣＵを用いて伝送される場合、前記所定の補正値は１．５
×ＴＶＨＴ＿Ｗで、
　前記各周波数セグメントのそれぞれは２つの連続的なＢＣＵを含む、請求項９に記載の
動作情報提供方法。
【請求項１１】
　前記ＴＶＨＴ動作情報フィールドは４オクテットサイズを有し、
　前記プライマリーチャンネル番号、前記チャンネル幅、前記チャンネル中心周波数セグ
メント０及び前記チャンネル中心周波数セグメント１サブフィールドのそれぞれは、１オ
クテットサイズを有する、請求項１に記載の動作情報提供方法。
【請求項１２】
　前記第１のＳＴＡはアクセスポイント（ＡＰ）ＳＴＡで、
　前記第２のＳＴＡは、ノン―アクセスポイント（ｎｏｎ―ＡＰ）ＳＴＡである、請求項
１に記載の動作情報提供方法。
【請求項１３】
　ホワイトスペース動作情報を受信する方法において、
　第２のＳＴＡが第１のＳＴＡから、ＴＶホワイトスペース高収率（ＴＶＨＴ）動作情報
フィールドを含むフレームを受信するステップを含み、
　前記ＴＶＨＴ動作情報フィールドは、プライマリーチャンネル番号、チャンネル幅、チ
ャンネル中心周波数セグメント０及びチャンネル中心周波数セグメント１サブフィールド
を含み、
　周波数セグメント０または周波数セグメント１のチャンネル中心周波数は、チャンネル
開始周波数を基準にして決定され、
　前記チャンネル開始周波数は、前記周波数セグメント０に対応するＴＶチャンネルイン
デックスまたは前記周波数セグメント１に対応するＴＶチャンネルインデックスの関数と
して決定される、動作情報受信方法。
【請求項１４】
　ホワイトスペース動作情報を提供するステーション（ＳＴＡ）装置において、
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　送受信機；及び
　プロセッサ；を含み、
　前記プロセッサは、前記送受信機を用いて前記ＳＴＡ装置が他のＳＴＡ装置に、ＴＶホ
ワイトスペース高収率（ＴＶＨＴ）動作情報フィールドを含むフレームを伝送するように
設定され、
　前記ＴＶＨＴ動作情報フィールドは、プライマリーチャンネル番号、チャンネル幅、チ
ャンネル中心周波数セグメント０及びチャンネル中心周波数セグメント１サブフィールド
を含み、
　周波数セグメント０または周波数セグメント１のチャンネル中心周波数は、チャンネル
開始周波数を基準にして決定され、
　前記チャンネル開始周波数は、前記周波数セグメント０に対応するＴＶチャンネルイン
デックスまたは前記周波数セグメント１に対応するＴＶチャンネルインデックスの関数と
して決定される、動作情報提供ＳＴＡ装置。
【請求項１５】
　ホワイトスペース動作情報を受信するステーション（ＳＴＡ）装置において、
　送受信機；及び
　プロセッサ；を含み、
　前記プロセッサは、前記送受信機を用いて前記ＳＴＡ装置が他のＳＴＡ装置から、ＴＶ
ホワイトスペース高収率（ＴＶＨＴ）動作情報フィールドを含むフレームを受信するよう
に設定され、
　前記ＴＶＨＴ動作情報フィールドは、プライマリーチャンネル番号、チャンネル幅、チ
ャンネル中心周波数セグメント０及びチャンネル中心周波数セグメント１サブフィールド
を含み、
　周波数セグメント０または周波数セグメント１のチャンネル中心周波数は、チャンネル
開始周波数を基準にして決定され、
　前記チャンネル開始周波数は、前記周波数セグメント０に対応するＴＶチャンネルイン
デックスまたは前記周波数セグメント１に対応するＴＶチャンネルインデックスの関数と
して決定される、動作情報受信ＳＴＡ装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　以下の説明は、無線通信システムに関し、より具体的には、ホワイトスペース帯域での
チャンネル化方法及びそのための装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　無線ＬＡＮ（ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ｌｏｃａｌ　ａｒｅａ　ｎｅｔｗｏｒｋ；ＷＬＡＮ）
技術に対する標準は、ＩＥＥＥ（Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ　ｏｆ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌ　ａ
ｎｄ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｓ）８０２．１１標準として開発され
ている。ＩＥＥＥ　８０２．１１ａ及びｂは、２．４ＧＨｚまたは５ＧＨｚで無免許帯域
（ｕｎｌｉｃｅｎｓｅｄ　ｂａｎｄ）を用い、ＩＥＥＥ　８０２．１１ｂは１１Ｍｂｐｓ
の伝送速度を提供し、ＩＥＥＥ　８０２．１１ａは５４Ｍｂｐｓの伝送速度を提供する。
ＩＥＥＥ　８０２．１１ｇは、２．４ＧＨｚで直交周波数分割多重化（Ｏｒｔｈｏｇｏｎ
ａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ；ＯＦＤＭ）
を適用し、５４Ｍｂｐｓの伝送速度を提供する。ＩＥＥＥ　８０２．１１ｎは、多重入出
力ＯＦＤＭ（Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｉｎｐｕｔ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｏｕｔｐｕｔ―ＯＦＤ
Ｍ；ＭＩＭＯ―ＯＦＤＭ）を適用し、４つの空間的なストリーム（ｓｐａｔｉａｌ　ｓｔ
ｒｅａｍ）に対して３００Ｍｂｐｓの伝送速度を提供する。ＩＥＥＥ　８０２．１１ｎで
は、チャンネル帯域幅を４０ＭＨｚまでサポートし、この場合は、６００Ｍｂｐｓの伝送
速度を提供する。
【０００３】
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　現在、ＴＶホワイトスペース（ＴＶ　ｗｈｉｔｅｓｐａｃｅ、ＴＶＷＳ）帯域で無免許
機器（ｕｎｌｉｃｅｎｓｅｄ　ｄｅｖｉｃｅ）の動作を規定するためのＩＥＥＥ　８０２
．１１ａｆ標準が開発されている。
【０００４】
　ＴＶＷＳは、ＴＶ放送のために割り当てられたＶＨＦ（Ｖｅｒｙ　Ｈｉｇｈ　Ｆｒｅｑ
ｕｅｎｃｙ）帯域（５４ＭＨ～６０ＭＨｚ、７６ＭＨｚ～８８ＭＨｚ、１７４ＭＨｚ～２
１６ＭＨｚ）及びＵＨＦ（Ｕｌｔｒａ　Ｈｉｇｈ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）帯域（４７０Ｍ
Ｈｚ～６９８ＭＨｚ を含み、該当の周波数帯域で動作する免許機器（ｌｉｃｅｎｓｅｄ
　ｄｅｖｉｃｅ；ＴＶ放送及び無線マイクなど）の通信を阻害しないという条件下で無免
許機器に対して使用が許可された周波数帯域を意味する。
【０００５】
　５１２ＭＨｚ～６０８ＭＨｚ、６１４ＭＨｚ～６９８ＭＨｚでは、特殊ないくつかの場
合を除いては、全ての無免許機器の動作が許容されているが、５４ＭＨｚ～６０ＭＨｚ、
７６ＭＨｚ～８８ＭＨｚ、１７４ＭＨｚ～２１６ＭＨｚ、４７０ＭＨｚ～５１２ＭＨｚ帯
域は、固定型機器間の通信のみに許容された。固定型機器とは、定められた位置のみで伝
送を行う機器をいう。以下の説明において、ホワイトスペース帯域は上述したＴＶＷＳを
含むが、これに限定される必要はない。
【０００６】
　ホワイトスペース帯域を使用することを望む無免許機器は、免許機器に対する保護機能
を提供しなければならない。したがって、ホワイトスペース帯域で伝送を開始する前に、
必ず免許機器が該当の帯域を占有しているのか否かを確認すべきである。すなわち、ホワ
イトスペース帯域で免許機器が使用中でない場合のみに無免許機器の使用が許容され得る
。
【０００７】
　このために、無免許機器は、インターネット或いは専用網を介して地理的―位置データ
ベース（Ｇｅｏ―ｌｏｃａｔｉｏｎ　ＤａｔａＢａｓｅ；ＧＤＢ）に接続し、該当の地域
で使用可能なチャンネルリスト（すなわち、使用可能なチャンネルのセット）情報を獲得
しなければならない。ＧＤＢは、自分に登録された免許機器の情報と該当の各免許機器の
地理的位置及び使用時間によって動的に変化するチャンネル使用情報を保存して管理する
データベースである。また、ホワイトスペースを使用する各無免許機器間の共存問題を解
決するために、共通ビーコンフレーム（ｃｏｍｍｏｎ　ｂｅａｃｏｎ　ｆｒａｍｅ）など
のシグナリングプロトコル及びスペクトルセンシングメカニズム（ｓｐｅｃｔｒｕｍ　ｓ
ｅｎｓｉｎｇ　ｍｅｃｈａｎｉｓｍ）などを用いることができる。
【０００８】
　ＩＥＥＥ　８０２．１１システムにおいて、ＴＶＷＳ端末は、ＴＶＷＳスペクトルでＩ
ＥＥＥ　８０２．１１　ＭＡＣ（Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）階層及
びＰＨＹ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ）階層を用いて動作する無免許機器を称し得る。本文書にお
いて、別途の説明がない限り、ステーション（ＳＴＡ）は、ＴＶＷＳスペクトルで動作す
るＴＶＷＳ端末を称する。
【０００９】
　ＳＴＡは、免許使用者（ＴＶ使用者及び無線マイクなど）を含み、まず、接続が許容さ
れる使用者である優先的使用者（ｉｎｃｕｍｂｅｎｔ　ｕｓｅｒ）またはプライマリー使
用者（ｐｒｉｍａｒｙ　ｕｓｅｒ）を保護する機能を提供しなければならない。すなわち
、優先的使用者がＴＶＷＳを使用していると、ＳＴＡは該当のチャンネルの使用を中断し
なければならない。したがって、ＳＴＡは、無免許機器が使用可能な可用チャンネル（す
なわち、免許機器が使用していないチャンネル）を発見し、可用チャンネル（ａｖａｉｌ
ａｂｌｅ　ｃｈａｎｎｅｌ）で動作しなければならない。
【００１０】
　ＳＴＡが可用チャンネルを発見するための方法には、スペクトルセンシングメカニズム
を行う方式、及びＧＤＢに接続してＴＶチャンネルスケジュールを発見する方式などがあ
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る。スペクトルセンシングメカニズムとして、エネルギー検出方式（受信信号の強度が一
定値以上であると、優先的使用者が使用中であると判断する方式）、特徴部検出（ｆｅａ
ｔｕｒｅ　ｄｅｔｅｃｔｉｏｎ）方式（デジタルＴＶプリアンブルが検出されると、優先
的使用者が使用中であると判断する方式）などを活用することができる。次に、ＳＴＡは
、ＧＤＢに接続して自分の位置情報に基づいたＧＤＢ情報を獲得し、該当の位置で免許機
器のチャンネル使用の有無を確認すべきであり、ＧＤＢへの接続及び情報獲得は、免許機
器を保護するのに十分な頻度で行われなければならない。
【００１１】
　スペクトルセンシング方式またはＧＤＢを通じて、現在使用中のチャンネルと直ぐ隣接
しているチャンネルで優先的使用者が使用中であると判断されると、端末（またはＳＴＡ
）と基地局（またはＡｃｃｅｓｓ　Ｐｏｉｎｔ（ＡＰ））は、伝送電力を低下させる方式
で優先的使用者を保護することができる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　本発明の技術的課題は、ホワイトスペース帯域で無線ＬＡＮ動作のためのチャンネルを
正しく且つ効率的に設定する方案を提供することにある。
【００１３】
　本発明で達成しようとする技術的課題は、以上で言及した技術的課題に制限されなく、
言及していない他の技術的課題は、下記の記載から本発明の属する技術分野で通常の知識
を有する者に明確に理解されるだろう。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　前記の技術的課題を解決するために、本発明の一実施例に係るホワイトスペース動作情
報を提供する方法は、第１のステーション（ＳＴＡ）が第２のＳＴＡに、ＴＶホワイトス
ペース高収率（ＴＶＨＴ）動作情報フィールドを含むフレームを伝送するステップを含む
ことができる。前記ＴＶＨＴ動作情報フィールドは、プライマリーチャンネル番号、チャ
ンネル幅、チャンネル中心周波数セグメント０及びチャンネル中心周波数セグメント１サ
ブフィールドを含むことができる。ここで、周波数セグメント０または周波数セグメント
１のチャンネル中心周波数は、チャンネル開始周波数を基準にして決定することができる
。また、前記チャンネル開始周波数は、前記周波数セグメント０に対応するＴＶチャンネ
ルインデックスまたは前記周波数セグメント１に対応するＴＶチャンネルインデックスの
関数として決定することができる。
【００１５】
　前記の技術的課題を解決するために、本発明の他の一実施例に係るホワイトスペース動
作情報を受信する方法は、第２のＳＴＡが第１のＳＴＡから、ＴＶホワイトスペース高収
率（ＴＶＨＴ）動作情報フィールドを含むフレームを受信するステップを含むことができ
る。前記ＴＶＨＴ動作情報フィールドは、プライマリーチャンネル番号、チャンネル幅、
チャンネル中心周波数セグメント０及びチャンネル中心周波数セグメント１サブフィール
ドを含むことができる。ここで、周波数セグメント０または周波数セグメント１のチャン
ネル中心周波数は、チャンネル開始周波数を基準にして決定することができる。また、前
記チャンネル開始周波数は、前記周波数セグメント０に対応するＴＶチャンネルインデッ
クスまたは前記周波数セグメント１に対応するＴＶチャンネルインデックスの関数として
決定することができる。
【００１６】
　前記の技術的課題を解決するために、本発明の更に他の一実施例に係るホワイトスペー
ス動作情報を提供するステーション（ＳＴＡ）装置は、送受信機；及びプロセッサ；を含
み、前記プロセッサは、前記送受信機を用いて前記ＳＴＡ装置が他のＳＴＡ装置に、ＴＶ
ホワイトスペース高収率（ＴＶＨＴ）動作情報フィールドを含むフレームを伝送するよう
に設定することができる。前記ＴＶＨＴ動作情報フィールドは、プライマリーチャンネル
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番号、チャンネル幅、チャンネル中心周波数セグメント０及びチャンネル中心周波数セグ
メント１サブフィールドを含むことができる。ここで、周波数セグメント０または周波数
セグメント１のチャンネル中心周波数は、チャンネル開始周波数を基準にして決定するこ
とができる。また、前記チャンネル開始周波数は、前記周波数セグメント０に対応するＴ
Ｖチャンネルインデックスまたは前記周波数セグメント１に対応するＴＶチャンネルイン
デックスの関数として決定することができる。
【００１７】
　前記の技術的課題を解決するために、本発明の更に他の一実施例に係るホワイトスペー
ス動作情報を受信するステーション（ＳＴＡ）装置は、送受信機；及びプロセッサ；を含
み、前記プロセッサは、前記送受信機を用いて前記ＳＴＡ装置が他のＳＴＡ装置から、Ｔ
Ｖホワイトスペース高収率（ＴＶＨＴ）動作情報フィールドを含むフレームを受信するよ
うに設定することができる。前記ＴＶＨＴ動作情報フィールドは、プライマリーチャンネ
ル番号、チャンネル幅、チャンネル中心周波数セグメント０及びチャンネル中心周波数セ
グメント１サブフィールドを含むことができる。ここで、周波数セグメント０または周波
数セグメント１のチャンネル中心周波数は、チャンネル開始周波数を基準にして決定する
ことができる。また、前記チャンネル開始周波数は、前記周波数セグメント０に対応する
ＴＶチャンネルインデックスまたは前記周波数セグメント１に対応するＴＶチャンネルイ
ンデックスの関数として決定することができる。
【００１８】
　前記本発明に係る各実施例において、以下の事項を共通的に適用することができる。
【００１９】
　前記チャンネル開始周波数は、前記周波数セグメント０に対応するＴＶチャンネルイン
デックスまたは前記周波数セグメント１に対応するＴＶチャンネルインデックスを基準に
して、０番目のＴＶチャンネルインデックスに該当するＴＶチャンネルの中心周波数値と
して設定することができる。
【００２０】
　前記周波数セグメント０に対応するＴＶチャンネルインデックスまたは前記周波数セグ
メント１に対応するＴＶチャンネルインデックスは、前記周波数セグメント０または前記
周波数セグメント１で最も低いＴＶチャンネルのインデックスであり得る。
【００２１】
　前記チャンネル幅が一つの基本チャンネルユニット（ＢＣＵ）、２つの連続したＢＣＵ
または４つの連続したＢＣＵのうち一つに対応する場合、前記チャンネル中心周波数セグ
メント０サブフィールドは、ＴＶＨＴ基本サービスセット（ＢＳＳ）が動作する前記一つ
のＢＣＵ、前記２つの連続したＢＣＵまたは前記４つの連続したＢＣＵを含むチャンネル
に対する最も低いＴＶチャンネルインデックスを示す値として設定することができる。
【００２２】
　前記チャンネル幅が２つの不連続的なＢＣＵまたは２つの不連続的な周波数セグメント
のうち一つに対応する場合、前記チャンネル中心周波数セグメント０サブフィールドは、
ＴＶＨＴ　ＢＳＳが動作する前記周波数セグメント０の一つのＢＣＵまたは２つの連続的
なＢＣＵを含むチャンネルに対する最も低いＴＶチャンネルのインデックスを示す値とし
て設定することができる。前記各周波数セグメントのそれぞれは、２つの連続的なＢＣＵ
を含むことができる。
【００２３】
　前記周波数セグメント０は、プライマリーチャンネルを含む周波数セグメントであり得
る。
【００２４】
　前記チャンネル幅が２つの不連続的なＢＣＵまたは２つの不連続的な周波数セグメント
のうち一つに対応する場合、前記チャンネル中心周波数セグメント１サブフィールドは、
ＴＶＨＴ　ＢＳＳが動作する前記周波数セグメント１の一つのＢＣＵまたは２つの連続的
なＢＣＵを含むチャンネルに対する最も低いＴＶチャンネルのインデックスを示す値とし
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て設定することができる。
【００２５】
　前記周波数セグメント１は、プライマリーチャンネルを含まない周波数セグメントであ
り得る。
【００２６】
　Ｃｈａｎｎｅｌ　ｃｅｎｔｅｒ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ＝Ｃｈａｎｎｅｌ　ｓｔａｒｔｉ
ｎｇ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ＋ＴＶＨＴ＿Ｗ×ｄｏｔ１１ＣｕｒｒｅｎｔＣｈａｎｎｅｌＣ
ｅｎｔｅｒＦｒｅｑｕｅｎｃｙＩｎｄｅｘ＋ＣｈａｎｎｅｌＣｅｎｔｅｒＦｒｅｑｕｅｎ
ｃｙＣｏｒｒｅｃｔｉｏｎと定義することができる。ここで、Ｃｈａｎｎｅｌ　ｃｅｎｔ
ｅｒ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙはチャンネルの中心周波数で、Ｃｈａｎｎｅｌ　ｓｔａｒｔｉ
ｎｇ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙはチャンネル開始周波数で、ＴＶＨＴ＿Ｗは一つのＢＣＵで、
ｄｏｔ１１ＣｕｒｒｅｎｔＣｈａｎｎｅｌＣｅｎｔｅｒＦｒｅｑｕｅｎｃｙＩｎｄｅｘは
、前記周波数セグメント０に対応するＴＶチャンネルインデックスまたは前記周波数セグ
メント１に対応するＴＶチャンネルインデックスで、ＣｈａｎｎｅｌＣｅｎｔｅｒＦｒｅ
ｑｕｅｎｃｙＣｏｒｒｅｃｔｉｏｎは、所定の補正値であり得る。
【００２７】
　ＰＰＤＵ（（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｌａｙｅｒ　ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｃｅ　ｐｒｏｃｅｄ
ｕｒｅ（ＰＬＣＰ）Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ））が一つのＢＣＵを用いて
伝送されたり、または２つの不連続的なＢＣＵを用いて伝送される場合、前記所定の補正
値は０であり得る。
【００２８】
　ＰＰＤＵが２つの連続的なＢＣＵを用いて伝送されたり、または２つの不連続的な周波
数セグメントを用いて伝送される場合、前記所定の補正値は、０．５×ＴＶＨＴ＿Ｗであ
り得る。前記各周波数セグメントのそれぞれは、２つの連続的なＢＣＵを含むことができ
る。
【００２９】
　ＰＰＤＵが４個の連続的なＢＣＵを用いて伝送される場合、前記所定の補正値は１．５
×ＴＶＨＴ＿Ｗであり得る。
【００３０】
　前記ＴＶＨＴ動作情報フィールドは、４オクテットサイズを有することができる。前記
プライマリーチャンネル番号、前記チャンネル幅、前記チャンネル中心周波数セグメント
０及び前記チャンネル中心周波数セグメント１サブフィールドのそれぞれは、１オクテッ
トサイズを有することができる。
【００３１】
　前記第１のＳＴＡはアクセスポイント（ＡＰ）ＳＴＡで、前記第２のＳＴＡはノン―ア
クセスポイント（ｎｏｎ―ＡＰ）ＳＴＡであり得る。
【００３２】
　本発明に対して上述した一般的な説明と後述する詳細な説明は、例示的なものであって
、請求項に記載の発明に対する追加的な説明のためのものである。
【発明の効果】
【００３３】
　本発明によると、ホワイトスペース帯域で無線ＬＡＮ動作のためのチャンネルを正しく
且つ効率的に設定する方案を提供することができる。
【００３４】
　本発明で得られる効果は、以上で言及した各効果に制限されず、言及していない他の効
果は、下記の記載から本発明の属する技術分野で通常の知識を有する者に明確に理解され
るだろう。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
　本明細書に添付される図面は、本発明に対する理解を提供するためのものであって、本
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発明の多様な実施形態を示し、明細書の記載と共に本発明の原理を説明するためのもので
ある。
【００３６】
【図１】本発明が適用され得るＩＥＥＥ　８０２．１１システムの例示的な構造を示す図
である。
【００３７】
【図２】本発明が適用され得るＩＥＥＥ　８０２．１１システムの他の例示的な構造を示
す図である。
【００３８】
【図３】本発明が適用され得るＩＥＥＥ　８０２．１１システムの更に他の例示的な構造
を示す図である。
【００３９】
【図４】ＷＬＡＮシステムの例示的な構造を示す図である。
【００４０】
【図５】本発明の一例に係る例示的なリンクセットアップ過程を説明するためのフローチ
ャートである。
【００４１】
【図６】ＴＶＨＴチャンネル―リストパラメーター要素及びチャンネル帯域幅を説明する
ための図である。
【００４２】
【図７】本発明に係るＴＶＨＴ動作要素のフォーマットを説明するための図である。
【００４３】
【図８】ＴＶＨＴ動作情報フィールドのフォーマットを説明するための図である。
【００４４】
【図９】ＴＶＨＴチャンネル化を例示的に説明するための図である。
【００４５】
【図１０】ＴＶチャンネルの周波数位置を例示的に示す図である。
【００４６】
【図１１】本発明の一例に係るＳＴＡの動作を説明するための図である。
【００４７】
【図１２】本発明の一実施例に係る無線装置の構成を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００４８】
　以下、本発明に係る好ましい実施形態を添付の図面を参照して詳細に説明する。添付の
図面と共に以下で開示する詳細な説明は、本発明の例示的な実施形態を説明するためのも
のであって、本発明が実施され得る唯一の実施形態を示すためのものではない。以下の詳
細な説明は、本発明の完全な理解を提供するために具体的な細部事項を含む。しかし、当
業者であれば、本発明がこのような具体的な細部事項がなくても実施され得ることが分か
る。
【００４９】
　以下の各実施例は、本発明の各構成要素と各特徴を所定形態で結合したものである。各
構成要素または特徴は、別途の明示的な言及がない限り、選択的なものとして考慮するこ
とができる。各構成要素または特徴は、他の構成要素や特徴と結合されない形態で実施す
ることができる。また、一部の構成要素及び／または特徴を結合し、本発明の実施例を構
成することもできる。本発明の各実施例で説明する各動作の順序は変更可能である。一つ
の実施例の一部の構成や特徴は、他の実施例に含ませたり、または、他の実施例の対応す
る構成または特徴に取り替えることができる。
【００５０】
　以下の説明で使用する特定用語は、本発明の理解を促進するために提供されたものであ
って、このような特定用語の使用は、本発明の技術的思想を逸脱しない範囲で他の形態に
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変更可能である。
【００５１】
　いくつかの場合、本発明の概念が曖昧になることを避けるために、公知の構造及び装置
は省略したり、各構造及び装置の核心機能を中心にしたブロック図の形式で図示する。ま
た、本明細書全体にわたって同一の構成要素に対しては、同一の図面符号を使用して説明
する。
【００５２】
　本発明の各実施例は、各無線接続システムであるＩＥＥＥ　８０２システム、３ＧＰＰ
システム、３ＧＰＰ　ＬＴＥ及びＬＴＥ―Ａ（ＬＴＥ―Ａｄｖａｎｃｅｄ）システム及び
３ＧＰＰ２システムのうち少なくとも一つに開示された各標準文書によって裏付けること
ができる。すなわち、本発明の各実施例のうち、本発明の技術的思想を明確に示すために
説明していない各ステップまたは各部分は、前記各文書によって裏付けることができる。
また、本文書で開示している全ての用語は、前記標準文書によって説明することができる
。
【００５３】
　以下の技術は、ＣＤＭＡ（Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅ
ｓｓ）、ＦＤＭＡ（Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃ
ｅｓｓ）、ＴＤＭＡ（Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）
、ＯＦＤＭＡ（Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌ
ｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）、ＳＣ―ＦＤＭＡ（Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃａｒｒｉｅｒ　Ｆｒｅ
ｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）などの多様な無線
接続システムに使用することができる。ＣＤＭＡは、ＵＴＲＡ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔ
ｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ）やＣＤＭＡ２０００などの無線技術
として具現することができる。ＴＤＭＡは、ＧＳＭ（登録商標）（Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓ
ｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ）／ＧＰＲＳ（Ｇｅｎｅ
ｒａｌ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｒａｄｉｏ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）／ＥＤＧＥ（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　
Ｄａｔａ　Ｒａｔｅｓ　ｆｏｒ　ＧＳＭ（登録商標）　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）などの無線
技術として具現することができる。ＯＦＤＭＡは、ＩＥＥＥ　８０２．１１（Ｗｉ―Ｆｉ
）、ＩＥＥＥ　８０２．１６（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ　８０２―２０、Ｅ―ＵＴＲＡ（
Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＴＲＡ）などの無線技術として具現することができる。明確性のため
に、以下では、ＩＥＥＥ　８０２．１１システムを中心に説明するが、本発明の技術的思
想がこれに制限されることはない。
【００５４】
　図１は、本発明が適用され得るＩＥＥＥ　８０２．１１システムの例示的な構造を示す
図である。
【００５５】
　ＩＥＥＥ　８０２．１１構造は、複数の構成要素で構成することができ、これらの相互
作用により、上位階層に対してトランスペアレントなＳＴＡ移動性をサポートするＷＬＡ
Ｎを提供することができる。基本サービスセット（Ｂａｓｉｃ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｓｅｔ
；ＢＳＳ）は、ＩＥＥＥ　８０２．１１　ＬＡＮでの基本的な構成ブロックに該当し得る
。図１では、２つのＢＳＳ（ＢＳＳ１及びＢＳＳ２）が存在し、それぞれのＢＳＳのメン
バーとして２つのＳＴＡが含まれること（ＳＴＡ１及びＳＴＡ２はＢＳＳ１に含まれ、Ｓ
ＴＡ３及びＳＴＡ４はＢＳＳ２に含まれる。）を例示的に示す。図１において、ＢＳＳを
示す楕円は、該当のＢＳＳに含まれた各ＳＴＡが通信を維持するカバレッジ領域を示すも
のとも理解することができる。この領域をＢＳＡ（Ｂａｓｉｃ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ａｒｅ
ａ）と称することができる。ＳＴＡがＢＳＡ外に移動すると、該当のＢＳＡ内の他のＳＴ
Ａと直接通信できなくなる。
【００５６】
　ＩＥＥＥ　８０２．１１　ＬＡＮで最も基本的なタイプのＢＳＳは、独立的なＢＳＳ（
Ｉｎｄｅｐｅｎｄｅｎｔ　ＢＳＳ；ＩＢＳＳ）である。例えば、ＩＢＳＳは、２つのＳＴ
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Ａのみで構成された最小の形態を有することができる。また、最も単純な形態で、他の構
成要素が省略されている図１のＢＳＳ（ＢＳＳ１またはＢＳＳ２）がＩＢＳＳの代表的な
例示に該当し得る。このような構成は、各ＳＴＡが直接通信できる場合に可能である。ま
た、このような形態のＬＡＮは、予め計画して構成するものではなく、ＬＡＮが必要な場
合に構成することができ、これをアド―ホック（ａｄ―ｈｏｃ）ネットワークと称するこ
ともできる。
【００５７】
　ＳＴＡのオンやオフ、ＳＴＡがＢＳＳ領域に入ったり、ＢＳＳ領域から出ることなどに
より、ＢＳＳでのＳＴＡのメンバーシップが動的に変更され得る。ＢＳＳのメンバーにな
るためには、ＳＴＡは、同期化過程を用いてＢＳＳにジョインすることができる。ＢＳＳ
基盤構造の全てのサービスにアクセスするためには、ＳＴＡは、ＢＳＳに連関（ａｓｓｏ
ｃｉａｔｉｏｎ）していなければならない。このような連関は、動的に設定することがで
き、分配システムサービス（Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ　Ｓｅｒｖｉｃｅ
；ＤＳＳ）の利用を含むことができる。
【００５８】
　図２は、本発明が適用され得るＩＥＥＥ　８０２．１１システムの他の例示的な構造を
示す図である。図２では、図１の構造において、分配システム（Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｉｏ
ｎ　Ｓｙｓｔｅｍ；ＤＳ）、分配システム媒体（Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅ
ｍ　Ｍｅｄｉｕｍ；ＤＳＭ）、アクセスポイント（Ａｃｃｅｓｓ　Ｐｏｉｎｔ；ＡＰ）な
どの構成要素が追加された形態である。
【００５９】
　ＬＡＮで直接的なステーション―対―ステーションの距離は、ＰＨＹ性能によって制限
することができる。このような距離の限界が十分である場合もあるが、場合に応じては、
より遠い距離のステーション間の通信が必要な場合もある。拡張されたカバレッジをサポ
ートするために分配システム（ＤＳ）を構成することができる。
【００６０】
　ＤＳは、各ＢＳＳが互いに連結される構造を意味する。具体的に、図１に示すように、
ＢＳＳが独立的に存在する代わりに、複数のＢＳＳで構成されたネットワークの拡張され
た形態の構成要素としてＢＳＳが存在する場合もある。
【００６１】
　ＤＳは、論理的な概念であって、分配システム媒体（ＤＳＭ）の特性によって特定する
ことができる。これと関連して、ＩＥＥＥ　８０２．１１標準では、無線媒体（Ｗｉｒｅ
ｌｅｓｓ　Ｍｅｄｉｕｍ；ＷＭ）と分配システム媒体（ＤＳＭ）を論理的に区分している
。それぞれの論理的媒体は、異なる目的のために使用され、異なる構成要素によって使用
される。ＩＥＥＥ　８０２．１１標準の定義では、これら媒体が同一であると制限するこ
ともなく、これら媒体が異なると制限することもない。このように複数の媒体が論理的に
異なるという点で、ＩＥＥＥ　８０２．１１　ＬＡＮ構造（ＤＳ構造または他のネットワ
ーク構造）の柔軟性を説明することができる。すなわち、ＩＥＥＥ　８０２．１１　ＬＡ
Ｎ構造は多様に具現することができ、それぞれの具現例の物理的な特性により、独立的に
該当のＬＡＮ構造を特定することができる。
【００６２】
　ＤＳは、複数のＢＳＳのシームレス（ｓｅａｍｌｅｓｓ）な統合を提供し、目的地への
アドレスを取り扱うのに必要な各論理的サービスを提供することによって移動機器をサポ
ートすることができる。
【００６３】
　ＡＰは、連関した各ＳＴＡに対してＷＭを介してＤＳへのアクセスを可能にし、ＳＴＡ
機能性を有する個体を意味する。ＡＰを通じてＢＳＳとＤＳとの間のデータ移動を行うこ
とができる。例えば、図２に示すＳＴＡ２及びＳＴＡ３は、ＳＴＡの機能性を有すると共
に、連関した各ＳＴＡ（ＳＴＡ１及びＳＴＡ４）がＤＳにアクセスできるようにする機能
を提供する。また、全てのＡＰは、基本的にＳＴＡに該当するので、全てのＡＰは、アド
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レス可能な個体である。ＷＭ上での通信のためにＡＰによって使用されるアドレスと、Ｄ
ＳＭ上での通信のためにＡＰによって使用されるアドレスは必ず同一である必要はない。
【００６４】
　ＡＰに連関した各ＳＴＡのうち一つからそのＡＰのＳＴＡアドレスに伝送されるデータ
は、常に非制御ポート（ｕｎｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　ｐｏｒｔ）で受信し、ＩＥＥＥ　８
０２．１Ｘポートアクセス個体によって処理することができる。また、制御ポート（ｃｏ
ｎｔｒｏｌｌｅｄ　ｐｏｒｔ）が認証されると、伝送データ（またはフレーム）はＤＳに
伝達することができる。
【００６５】
　図３は、本発明が適用され得るＩＥＥＥ　８０２．１１システムの更に他の例示的な構
造を示す図である。図３では、図２の構造に、追加的に広いカバレッジを提供するための
拡張されたサービスセット（Ｅｘｔｅｎｄｅｄ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｓｅｔ；ＥＳＳ）を概
念的に示す。
【００６６】
　任意のサイズ及び複雑度を有する無線ネットワークは、ＤＳ及びＢＳＳで構成すること
ができる。ＩＥＥＥ　８０２．１１システムでは、このような方式のネットワークをＥＳ
Ｓネットワークと称する。ＥＳＳは、一つのＤＳに連結された各ＢＳＳの集合に該当し得
る。しかし、ＥＳＳはＤＳを含まない。ＥＳＳネットワークは、ＬＬＣ（Ｌｏｇｉｃａｌ
　Ｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）階層でＩＢＳＳネットワークに見えるという点を特徴とす
る。ＥＳＳに含まれる各ＳＴＡは、互いに通信することができ、各移動ＳＴＡは、ＬＬＣ
にトランスペアレントに一つのＢＳＳから他のＢＳＳに（同一のＥＳＳ内で）移動するこ
とができる。
【００６７】
　ＩＥＥＥ　８０２．１１では、図３での各ＢＳＳの相対的な物理的位置に対して何も仮
定せず、次のような形態が全て可能である。各ＢＳＳは、部分的に重畳させることができ
、これは、連続的なカバレッジを提供するために一般的に用いられる形態である。また、
各ＢＳＳは、物理的に連結されていない場合もあり、論理的には各ＢＳＳ間の距離に制限
はない。また、各ＢＳＳは、物理的に同一の位置に位置することができ、これは、リダン
ダンシーを提供するために用いることができる。また、一つ（または一つ以上の）ＩＢＳ
ＳまたはＥＳＳネットワークは、一つ（または一つ以上の）ＥＳＳネットワークとして同
一の空間に物理的に存在し得る。これは、ＥＳＳネットワークが存在する位置にアド―ホ
ックネットワークが動作する場合や、異なる機関（ｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎｓ）によっ
て物理的に重畳するＩＥＥＥ　８０２．１１ネットワークが構成される場合や、同一の位
置で２以上の異なるアクセス及び保安政策が必要な場合などにおけるＥＳＳネットワーク
形態に該当し得る。
【００６８】
　図４は、ＷＬＡＮシステムの例示的な構造を示す図である。図４では、ＤＳを含む基盤
構造ＢＳＳの一例を示している。
【００６９】
　図４の例示において、ＢＳＳ１及びＢＳＳ２がＥＳＳを構成する。ＷＬＡＮシステムに
おいて、ＳＴＡは、ＩＥＥＥ　８０２．１１のＭＡＣ／ＰＨＹ規定によって動作する機器
である。ＳＴＡは、ＡＰ　ＳＴＡ及びノン―ＡＰ（ｎｏｎ―ＡＰ）ＳＴＡを含む。Ｎｏｎ
―ＡＰ　ＳＴＡは、ラップトップコンピューター、移動電話機のように一般的に使用者が
直接取り扱う機器に該当する。図４の例示において、ＳＴＡ１、ＳＴＡ３、ＳＴＡ４はｎ
ｏｎ―ＡＰ　ＳＴＡに該当し、ＳＴＡ２及びＳＴＡ５はＡＰ　ＳＴＡに該当する。
【００７０】
　以下の説明において、ｎｏｎ―ＡＰ　ＳＴＡは、端末、無線送受信ユニット（Ｗｉｒｅ
ｌｅｓｓ　Ｔｒａｎｓｍｉｔ／Ｒｅｃｅｉｖｅ　Ｕｎｉｔ；ＷＴＲＵ）、使用者装置（Ｕ
ｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ；ＵＥ）、移動局（Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ；ＭＳ）
、移動端末、移動加入者局（Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｓｔａｔｉｏｎ；Ｍ
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ＳＳ）などと称することもできる。また、ＡＰは、他の無線通信分野での基地局（Ｂａｓ
ｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ；ＢＳ）、ノード―Ｂ（Ｎｏｄｅ―Ｂ）、発展したノード―Ｂ（ｅｖ
ｏｌｖｅｄ　Ｎｏｄｅ―Ｂ；ｅＮＢ）、基底送受信システム（Ｂａｓｅ　Ｔｒａｎｓｃｅ
ｉｖｅｒ　Ｓｙｓｔｅｍ；ＢＴＳ）、フェムト基地局（Ｆｅｍｔｏ　ＢＳ）などに対応す
る概念である。
【００７１】
ホワイトスペースでの可用チャンネル
【００７２】
　ホワイトスペースでＳＴＡが動作するためには、免許機器（または、優先的使用者）に
対する保護技法が優先的に提供されなければならない。したがって、ＳＴＡは、免許機器
によって使用されないため無免許機器が使用可能な可用チャンネルを発見し、可用チャン
ネル上で動作しなければならない。ＳＴＡが使用中のチャンネルがこれ以上可用チャンネ
ルに該当しないと、チャンネルの使用を中断する。
【００７３】
　ＳＴＡがホワイトスペース（例えば、ＴＶＷＳ）でのチャンネル（例えば、ＴＶチャン
ネル）可用性（ａｖａｉｌａｂｉｌｉｔｙ）を把握するために、スペクトルセンシングを
行ったり、ＧＤＢに接続してＴＶチャンネルスケジュールを発見することができる。ＧＤ
Ｂ情報は、特定位置で免許機器の特定チャンネルの使用スケジュール（すなわち、チャン
ネル使用時間）などの情報を含むことができる。ＴＶチャンネルの可用性を把握すること
を望むＳＴＡは、インターネットなどを介してＧＤＢに接続し、自分の位置情報に基づい
たＧＤＢ情報を獲得しなければならなく、これは、免許機器を保護するのに十分な時間単
位で行わなければならない。
【００７４】
　本文書では、説明の便宜上、ＧＤＢから受信する可用チャンネル及び周波数に関する情
報をホワイトスペースマップ（Ｗｈｉｔｅ　Ｓｐａｃｅ　Ｍａｐ；ＷＳＭ）と称すること
ができる。ＷＳＭは、ＳＴＡがＧＤＢから獲得したチャンネル及び周波数情報に基づいて
ＴＶＷＳ帯域で無免許機器が使用可能なチャンネルに関する情報をマップの形態で作った
ものである。ＷＳＭは、無免許機器が使用可能な可用チャンネルリストまたは周波数に対
する情報を含むことができる。可用チャンネルリストに含まれた各チャンネルは、法的に
保護されるべき各信号（または、使用者）が使用していないチャンネルで、無免許機器が
ＧＤＢに接続した時点で無免許機器が使用可能なチャンネルである。または、無免許機器
がＧＤＢに接続した時点から特定時間以後の使用可能チャンネルに対して要請した場合、
該当の時点から使用可能なチャンネル及び周波数に対する情報を含むことができる。他の
実施例として、無免許機器がＧＤＢに可用チャンネルに対して要請した場合、無免許機器
が使用できないチャンネルをシグナリングすることによって使用可能チャンネル及び周波
数に対する情報を伝達することもできる。
【００７５】
　現在、ＦＣＣ（Ｆｅｄｅｒａｌ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｃｏｍｍｉｓｓｉｏ
ｎ）のＴＶＷＳに対する規定では、大きく二つの種類の機器タイプを定義する。すなわち
、小出力の個人が携帯可能な個人用／携帯用機器及び固定された位置で動作する大出力の
固定された機器が定義される。固定された機器は、固定されたＳＴＡと称することもでき
、個人用／携帯用機器は、Ｐ／Ｐ　ＳＴＡと称することもできる。固定されたＳＴＡ及び
Ｐ／Ｐ　ＳＡは、いずれもＷＬＡＮシステムで一般的なＳＴＡ（すなわち、ＳＴＡという
用語は、ＡＰ及びｎｏｎ―ＡＰを含む）に該当し得る。これら二つの種類の機器は、それ
ぞれＴＶＷＳで動作するとき、それぞれ異なる動作規則を適用することができる。固定さ
れた機器は、その位置が変わらない特定位置で信号を送／受信する。もちろん、固定され
た機器も、該当の位置で信号を伝送するためには、ＧＤＢに接続して可用チャンネル情報
を獲得しなければならない。固定された機器は、ＧＰＳのような位置を確認できる装備を
内蔵していてもよいが、設置者によってその位置を人が直接入力することによってその位
置情報をＧＤＢに伝達することができる。もちろん、位置を人が直接入力する場合は、一
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回設置され、位置が入力された後は、その位置が変わらないことを前提とし、位置が変更
される場合は、それによる位置も変更／登録されなければならない。固定された機器は、
同種の他の固定された機器をサービスすることもでき、Ｐ／Ｐ機器をサービスすることも
できる。固定された機器が可用チャンネル情報をＧＤＢから受け取るとき、必ず自分の機
器タイプを伝達し、自分が直接使用可能な自分の可用チャンネル情報を獲得しなければな
らない。同時に、Ｐ／Ｐ機器のためのサービスをするためには、Ｐ／Ｐ機器が使用可能な
可用チャンネル情報をＧＤＢからまたはＧＤＢと連結されているプロキシ（ｐｒｏｘｙ）
サーバーからさらに獲得しなければならない。これは、固定された機器とＰ／Ｐ機器が使
用可能なチャンネル区間が異なり、それぞれの動作時、最大許容伝送電力と隣接チャンネ
ルに対する要求条件が異なるので、各機器タイプ別に可用チャンネルリストが変わるため
である。例えば、固定された機器においては、５４ＭＨｚ～６０ＭＨｚ、７６ＭＨｚ～８
８ＭＨｚ、１７４ＭＨｚ～２１６ＭＨｚ、４７０ＭＨｚ～５１２ＭＨｚ帯域の周波数区間
のみならず、５１２ＭＨｚ～６０８ＭＨｚ、６１４ＭＨｚ～６９８ＭＨｚ帯域の周波数区
間でも信号伝送が許容される。しかし、Ｐ／Ｐ機器においては、５１２ＭＨｚ～６０８Ｍ
Ｈｚ、６１４ＭＨｚ～６９８ＭＨｚ帯域の周波数区間以外の他の周波数帯域のＴＶＷＳ帯
域では信号伝送が許容されない。固定された機器は、Ｐ／Ｐ機器より高い電力で信号を伝
送することができ、実効等方放射電力（Ｅｆｆｅｃｔｉｖｅ　Ｉｓｏｔｒｏｐｉｃ　Ｒａ
ｄｉａｔｅｄ　Ｐｏｗｅｒ；ＥＩＲＰ）として最大４Ｗａｔｔの伝送電力が許容される。
【００７６】
　Ｐ／Ｐ機器は、特定されていない位置で信号を送／受信できる装備であり、その位置が
変わり得るという点を特徴とする。ほとんどの場合、人が携帯可能な装備であって、その
移動性を予測することができない。可用周波数帯域は、５１２ＭＨｚ～６０８ＭＨｚ、６
１４ＭＨｚ～６９８ＭＨｚの周波数区間であって、最大伝送電力は１００ｍＷ（ＥＩＲＰ
）である。すなわち、Ｐ／Ｐ機器に対する許容伝送電力は、固定型機器に比べて制限され
る。
【００７７】
　Ｐ／Ｐ機器は、自分の位置に対する識別能力、すなわち、地理的―位置決定能力（ｇｅ
ｏ―ｌｏｃａｔｉｏｎ　ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ）とインターネットアクセスを介したＧＤ
Ｂへの接続能力を有しているか否かによって、モードＩＩ機器（Ｍｏｄｅ　ＩＩ　ｄｅｖ
ｉｃｅ）とモードＩ機器（Ｍｏｄｅ　Ｉ　ｄｅｖｉｃｅ）の二つの種類に分類することが
できる。すなわち、モードＩＩ機器は、地理的―位置決定能力とインターネットアクセス
能力を有し、ＧＤＢに接続して自分の位置での可用チャンネルに対する情報を獲得した後
、該当の位置でＴＶＷＳ上で動作することができる。また、モードＩＩ機器は、可用チャ
ンネル情報をＧＤＢから獲得した後、モードＩ機器に通信を開始するように命令できる信
号（例えば、イネーブル（ｅｎａｂｌｅ）信号）を伝送することによってネットワークを
開始することができる。一方、モードＩ機器には、地理的―位置決定能力やＧＤＢアクセ
ス能力が要求されなく、ＧＤＢにアクセスし、有効な可用チャンネル情報を有しているモ
ードＩＩ機器または固定された機器によって制御を受けて動作することが要求される。モ
ードＩ機器は、モードＩＩ機器または固定された機器から可用チャンネル情報を獲得する
ことができ、周期的に可用チャンネルの有効性を確認しなければならない。また、モード
Ｉ機器に対しては、該当の機器の識別子（ｄｅｖｉｃｅ　ＩＤ）に対する確認を経た後、
可用チャンネルでの動作を許容することができる。ここで、モードＩＩ機器または固定さ
れた機器は、イネーブリングＳＴＡに該当し、モードＩ機器は、従属（ｄｅｐｅｎｄｅｎ
ｔ）ＳＴＡに該当し得る。イネーブリングＳＴＡが従属ＳＴＡに伝送するイネーブリング
信号は、ビーコンフレームに該当し得る。
【００７８】
　モードＩＩ機器に該当するＰ／Ｐ機器が他のＰ／Ｐ機器をサービスすることができ、ま
たは、モードＩＩに該当するＰ／Ｐ機器が固定された機器にサービスを提供することもで
きる。この場合、モードＩＩ　Ｐ／Ｐ機器は、固定された機器のための可用チャンネル情
報をＧＤＢから獲得し、これを固定された機器に伝達することができる。
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【００７９】
　一方、ＧＤＢは、ＤＴＶやマイクロ―フォンなどの優先的使用者のチャンネル使用スケ
ジュール及び保護範囲（ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎｃｏｎ　ｔｏｕｒ）を考慮して、無免許機
器が要請する位置での可用チャンネル情報を計算して無免許機器に伝達することができる
。ＧＤＢで可用チャンネル情報を計算するときに考慮する各パラメーターは、機器タイプ
、動作しようとする位置、伝送電力、及びスペクトルマスク（ｓｐｅｃｔｒｕｍ　ｍａｓ
ｋ）などがある。機器タイプによって、ＦＣＣ規定では隣接チャンネルに対する使用の有
無も変わるが、例えば、ＤＴＶが３０番チャンネルで使用中であるとき、２９番と３１番
チャンネルが空いていても、固定された機器は２９番及び３１番チャンネルを使用するこ
とができないが、Ｐ／Ｐ機器はこれら二つのチャンネルを使用することができる。これは
、固定された機器の場合、伝送電力が高く、隣接チャンネルに対する干渉を誘発する可能
性が高いためである。
【００８０】
　以下では、説明の便宜上、ホワイトスペースの一例としてＴＶＷＳを挙げて本発明の各
例示について説明するが、本発明の範囲がこれに制限されることはない。すなわち、本発
明の範囲は、特定位置での使用可能なチャンネルに対する情報を提供するＤＢによって制
御される全てのホワイトスペースでの動作に対して適用される本発明の各例示を含む。例
えば、現在の時点ではホワイトスペースに該当しないが、後でホワイトスペースに該当す
ると期待される他の周波数帯域でもＧＤＢによって制御される無免許装備の動作が許容さ
れると期待され、これに対して適用される本発明の原理による各例示を本発明の範囲に含
ませることができる。また、本発明では、説明の便宜上、現在の最終規則が発表されたＴ
ＶＷＳに対するＦＣＣ規則に基づいて本発明の原理について説明するが、本発明の範囲は
、ＦＣＣ規則に従うホワイトスペース帯域上での動作のみに制限されものではなく、他の
規則を遵守するホワイトスペース帯域上での本発明の原理による各例示を含む。
【００８１】
　以下では、ホワイトスペース帯域で動作するモードＩ機器が、モードＩＩ機器または固
定された機器から可用チャンネル情報を獲得する過程の一例を説明する。
【００８２】
　図５は、本発明の一例に係る例示的なリンクセットアップ過程を説明するためのフロー
チャートである。
【００８３】
　ステップＳ５１０において、モードＩＩ機器または固定された機器（以下では、モード
ＩＩ機器／固定された機器と表現する。）は、インターネットなどを介してＧＤＢにアク
セスし、現在の自分の位置で使用可能なチャンネルリスト（例えば、ＷＳＭ）を獲得する
ことができる。
【００８４】
　ステップＳ５２０において、モードＩＩ機器／固定された機器は、ビーコンを伝送して
ＢＳＳを構成することができる。ビーコンフレームは、可用チャンネルリストに対する情
報などを含むことができる。また、ビーコンフレームは周期的に伝送することができる。
【００８５】
　ステップＳ５３０において、ＢＳＳに参加することを望むモードＩ機器は、ＴＶＷＳに
対するスキャニング過程を行うことができる。モードＩ機器が現在の自分の位置で使用可
能なチャンネルリストを知っている場合は、使用可能なチャンネルリスト上のチャンネル
に対してのみ受動的または能動的スキャニングを行うことができる。受動的スキャニング
は、モードＩ機器がスキャニングチャンネル上でモードＩＩ機器／固定された機器からの
ビーコン伝送を聞く過程を意味する。能動的スキャニングは、モードＩ機器がスキャニン
グチャンネル上でプローブ要請フレームを伝送し、モードＩＩ機器／固定された機器から
プローブ応答フレームを受信することを意味する。
【００８６】
　ここで、モードＩ機器がＢＳＳに参加するためには、モードＩＩ機器／固定された機器
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の制御を受けて動作しなければならない。したがって、モードＩ機器は、モードＩＩ機器
／固定された機器とリンクセットアップを行わなければならない。
【００８７】
　ステップＳ５４０において、モードＩ機器は、スキャニング過程が完了した後、ＢＳＳ
に参加するために連関過程を行うことができる。このために、モードＩ機器は、連関要請
フレームをモードＩＩ機器／固定された機器に伝送することができる。
【００８８】
　連関要請／応答過程が成功的に完了した後、ステップＳ５５０で保安セットアップ過程
を行うようになる。保安セットアップは、例えば、ＥＡＰＯＬ（Ｅｘｔｅｎｓｉｂｌｅ　
Ａｕｔｈｅｎｔｉｃａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　ｏｖｅｒ　ＬＡＮ）フレームを介し
た４―ウェイハンドシェイクを通じて、プライベートキーセットアップ（ｐｒｉｖａｔｅ
　ｋｅｙ　ｓｅｔｕｐ）をする過程を含むことができる。モードＩＩ機器／固定された機
器とモードＩ機器との間には、保安セットアップが必ず行わなければならない。これは、
モードＩＩ機器／固定された機器がモードＩ機器にＷＳＭを伝達するとき、無欠性確認（
ｉｎｔｅｇｒｉｔｙ　ｃｈｅｃｋ）などが要求されるためである。
【００８９】
　ステップＳ５６０において、モードＩ機器は、保安セットアップが完了した後、モード
ＩＩ機器／固定された機器にチャンネル可用性要請フレーム（またはチャンネル可用性質
疑（Ｃｈａｎｎｅｌ　Ａｖａｉｌａｂｉｌｉｔｙ　Ｑｕｅｒｙ；ＣＡＱ）要請フレーム）
を伝送し、使用可能なチャンネルのリスト（例えば、ＷＳＭ）を要請することができる。
モードＩＩ機器／固定された機器は、チャンネル可用性応答フレーム（またはＣＡＱ応答
フレーム）をモードＩ機器に伝送することによって可用チャンネルリスト（例えば、ＷＳ
Ｍ）を提供することができる。モードＩ機器が可用チャンネルリスト（例えば、ＷＳＭ）
を受信することによって、モードＩＩ機器／固定された機器とのリンクセットアップ過程
を完了することができる。リンクセットアップが完了すると、モードＩ機器は、モードＩ
Ｉ機器／固定された機器とデータ、制御、管理フレームなどに対する相互送受信を開始す
ることができる。
【００９０】
ＴＶＷＳ物理階層（ＰＨＹ）の動作
【００９１】
　ＭＡＣ階層からＰＨＹに提供されるデータユニット（例えば、ＰＳＤＵ（（Ｐｈｙｓｉ
ｃａｌ　ｌａｙｅｒ　ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｃｅ　ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ（ＰＬＣＰ）Ｓｅｒ
ｖｉｃｅ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ））を無線媒体上で伝送に変換し（すなわち、データ伝送
動作）、無線媒体上での伝送をＰＳＤＵに変換する動作（すなわち、データ受信動作）を
行うための動作について以下で説明する。
【００９２】
　特に、ＴＶＷＳで動作する通信システム（例えば、無線ＬＡＮ）のためのチャンネル（
以下では、ＴＶチャンネルと区分するために、ＷＬＡＮチャンネル、ＷＬＡＮ動作チャン
ネル、または動作チャンネルと称する）を構成する方案が要求される。ＴＶＷＳ機器によ
って使用可能なＴＶチャンネルは、機器の位置などによって変わり得る。特に、周波数上
で連続的なＴＶチャンネルを利用できない場合にも、ＴＶＷＳ機器の動作を円滑にサポー
トするために、連続的または不連続的な動作チャンネルを構成する方案を考慮することが
できる。
【００９３】
　また、ＴＶＷＳで無線ＬＡＮの高収率（Ｈｉｇｈ　Ｔｈｒｏｕｇｈｐｕｔ；ＨＴ）動作
をサポートすることができ、これをＴＶＨＴ動作と称する。
【００９４】
　本発明では、ＴＶＨＴ動作チャンネルを構成する基本的な単位の帯域幅をＷ　ＭＨｚと
表現する。ＴＶＨＴ動作チャンネルを構成する基本的な単位を基本チャンネルユニット（
Ｂａｓｉｃ　Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｕｎｉｔ；ＢＣＵ）と称することができる。ＢＣＵの帯域
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幅のサイズＷは、ＴＶチャンネルのサイズによって定義することができる。例えば、米国
と韓国は６ＭＨｚ単位のＴＶチャンネルを定義し、オーストラリアとニュージーランドは
７ＭＨｚ単位のＴＶチャンネルを定義し、ヨーロッパは８ＭＨｚ単位のＴＶチャンネルを
定義している。したがって、Ｗ　ＭＨｚの値は、規制ドメインに従って６ＭＨｚ、７ＭＨ
ｚ及び８ＭＨｚのうちいずれか一つに定義することができる。
【００９５】
　また、周波数セグメントまたは周波数セクションは、一つ以上の連続的な周波数単位を
称する。例えば、ＴＶＨＴ動作のために２つのＢＣＵが連続的に構成される場合、２つの
連続的なＢＣＵを一つの周波数セグメントと称することができる。
【００９６】
　例えば、Ｗ＝６である場合、一つのＢＣＵで構成される動作チャンネル（すなわち、Ｗ
＝６ＭＨｚチャンネル）、２つの連続的なＢＣＵで構成される動作チャンネル（すなわち
、２Ｗ＝１２ＭＨｚチャンネル）、４つの連続的なＢＣＵで構成される動作チャンネル（
すなわち、４Ｗ＝２４ＭＨｚチャンネル）などを定義することができる。また、２つの不
連続的なＢＣＵで構成される動作チャンネル（すなわち、Ｗ＋Ｗ＝６＋６ＭＨｚチャンネ
ル）、２つの不連続的な周波数セグメントで構成され、それぞれの周波数セグメントは、
連続的なＢＣＵを含む動作チャンネル（すなわち、２Ｗ＋２Ｗ＝１２＋１２ＭＨｚチャン
ネル）などを構成することができる。
【００９７】
　また、以下の説明において、プライマリーチャンネルは、ＢＳＳに属した全てのＳＴＡ
に対して共通の動作チャンネルを意味する。例えば、プライマリーチャンネルは、データ
ユニット（例えば、ＰＰＤＵ（ＰＬＣＰ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ））の
伝送のために基本的に使用されるチャンネルであって、ビーコンなどの基本的な信号伝送
のために使用することができる。すなわち、プライマリーチャンネルは、ＳＴＡの動作の
基本的なチャンネルに該当する。
【００９８】
　一方、セカンダリーチャンネルは、プライマリーチャンネルに連関するチャンネルであ
って、プライマリーチャンネルと合わせることによって、より広い帯域幅及び高い収率を
サポートするために使用されるチャンネルである。
【００９９】
　例えば、２Ｗ　ＭＨｚチャンネルを構成する２つのＷ　ＭＨｚチャンネルのうちプライ
マリーチャンネルの位置が決定されなければならない。プライマリーチャンネルの位置は
、２つのＷ　ＭＨｚチャンネルのうち高い周波数部分であるか、それとも低い周波数部分
であるかを指示することができる。本発明におけるプライマリーチャンネルは、可用ＴＶ
チャンネルが時間またはＳＴＡの位置によって可変するＴＶＷＳで定義されることを特徴
とする。具体的に、本発明のＴＶＷＳ動作チャンネルの構成において定義されるプライマ
リーチャンネルは、ＴＶＷＳでの可用ＴＶチャンネルを考慮して設定することができる。
【０１００】
　図６は、ＴＶＨＴチャンネル―リストパラメーター要素及びチャンネル帯域幅を説明す
るための図である。
【０１０１】
　チャンネル―リストパラメーター要素は、ＳＴＡがＣＣＡ（Ｃｌｅａｒ　Ｃｈａｎｎｅ
ｌ　Ａｓｓｅｓｓｍｅｎｔ）動作と関連した情報であり、ＣＣＡは、無線媒体が使用中（
ｂｕｓｙ）であるか否かを確認する動作である。ＳＴＡは、ＣＣＡを行うときに該当のチ
ャンネルがプライマリーチャンネルであるか、それともセカンダリーチャンネルであるか
を指示するために、チャンネル―リストパラメーターを用いることができる。
【０１０２】
　ＴＶＨＴチャンネル―リストパラメーター要素には、ｐｒｉｍａｒｙＴＶＨＴ＿Ｗ、ｐ
ｒｉｍａｒｙＴＶＨＴ＿２Ｗ、ｓｅｃｏｎｄａｒｙＴＶＨＴ＿Ｗ、ｓｅｃｏｎｄａｒｙＴ
ＶＨＴ＿２Ｗなどの要素を定義することができる。ここで、ＴＶＨＴ＿Ｗは一つのＢＣＵ
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に該当し、ＴＶＨＴ＿２Ｗは連続的な２つのＢＣＵに該当し得る。
【０１０３】
　また、ＴＶＷＳでの動作するシステムのための動作チャンネルの定義（すなわち、チャ
ンネル化（ｃｈａｎｎｅｌｉｚａｔｉｏｎ））は、可用ＴＶチャンネル（すなわち、優先
的使用者が存在しないＴＶチャンネル）に基づいて決定することができる。例えば、連続
的なＴＶチャンネルの使用が不可能な場合（すなわち、ＴＶチャンネルｎは使用可能であ
るが、ＴＶチャンネルｎ－１とｎ＋１は使用可能でない場合）、または、連続的なＴＶチ
ャンネルが使用可能な場合、いくつの連続的なＴＶチャンネルが使用可能であるかを考慮
して、ＴＶＷＳシステムのためのチャンネル化を決定することができる。
【０１０４】
　前記のように可用ＴＶチャンネルに基づいて決定される動作チャンネルに対する設定情
報は、イネーブリングＳＴＡから従属ＳＴＡに、または、ＡＰ　ＳＴＡからｎｏｎ―ＡＰ
　ＳＴＡに提供することができる。例えば、動作チャンネルに対する設定情報は、チャン
ネル開始周波数、チャンネル幅、チャンネル中心周波数インデックス（プライマリーチャ
ンネルを含むＢＣＵの中心周波数インデックス及びプライマリーチャンネルを含まないＢ
ＣＵの中心周波数インデックス）、プライマリーチャンネル位置などを含むことができる
。ここで、チャンネル開始周波数は、動作クラス情報によって定義することができる。ま
た、チャンネル幅（例えば、Ｗ、２Ｗ、４Ｗ、Ｗ＋Ｗ、２Ｗ＋２Ｗなど）に対する情報は
、前記動作チャンネル情報要素などによって定義することができる。チャンネル中心周波
数インデックス、プライマリーチャンネル位置などに対するパラメーターは、ＰＬＭＥ　
ＭＩＢ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｌａｙｅｒ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｅｎｔｉｔｙ　Ｍａｎ
ａｇｅｍｅｎｔ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｂａｓｅ）などによって定義することができ
る。
【０１０５】
　以下では、本発明に係るＴＶＷＳでの無線ＬＡＮ動作のためのチャンネル化、特に、Ｔ
ＶＨＴ動作のためのチャンネル化の各実施例について説明する。
【０１０６】
ＴＶＨＴ動作要素
【０１０７】
　図７は、本発明に係るＴＶＨＴ動作要素のフォーマットを説明するための図である。
【０１０８】
　ＢＳＳにおいて、各ＴＶＨＴ　ＳＴＡの動作は、ＴＶＨＴ動作要素によって制御するこ
とができる。図７に示したように、ＴＶＨＴ動作要素のフォーマットは、要素ＩＤフィー
ルド、長さフィールド、ＴＶＨＴ動作情報フィールド、及びＴＶＨＴ基本ＭＣＳセット（
ＴＶＨＴ　Ｂａｓｉｃ　Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　ａｎｄ　Ｃｏｄｉｎｇ　Ｓｃｈｅｍｅ（
ＭＣＳ）Ｓｅｔ）フィールドを含むことができる。
【０１０９】
　図７の要素ＩＤフィールドは、該当の情報要素がＴＶＨＴ動作要素であることを示す識
別子に該当する値を有することができる。
【０１１０】
　図７の長さフィールドは、長さフィールドの後に来る各フィールドのサイズを示す値を
有することができ、本例示では、６オクテットを示す値に設定することができる。
【０１１１】
　図７のＴＶＨＴ動作情報フィールドは、プライマリーチャンネル番号、チャンネル幅、
チャンネル中心周波数セグメント０、チャンネル中心周波数セグメント１サブフィールド
を含むことができる。
【０１１２】
　図８は、ＴＶＨＴ動作情報フィールドのフォーマットを説明するための図である。本発
明で提案するＴＶＨＴ動作情報フィールドの各サブフィールドは、下記の表１のように定
義することができる。
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【０１１３】
【表１】

【０１１４】
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　従来技術では、チャンネル中心周波数セグメント０が、ＴＶＨＴ＿Ｗ、ＴＶＨＴ＿２Ｗ
またはＴＶＨＴ＿４Ｗの動作チャンネル幅である場合は、ＴＶＷＳ　ＢＳＳが動作するＴ
ＶＨＴ＿Ｗ、ＴＶＨＴ＿２ＷまたはＴＶＨＴ＿４Ｗチャンネルの中心周波数（すなわち、
ＷＬＡＮ動作チャンネルの中心周波数）を指示したり、ＴＶＨＴ＿Ｗ＋ＷまたはＴＶＨＴ
＿２Ｗ＋２Ｗ動作チャンネル幅である場合は、プライマリーチャンネルを含む周波数セグ
メントの中心周波数を指示すると定義されている。また、チャンネル中心周波数セグメン
ト１が、ＴＶＨＴ＿Ｗ＋ＷまたはＴＶＨＴ＿２Ｗ＋２Ｗ動作チャンネル幅である場合は、
プライマリーチャンネルを含まない周波数セグメントのＴＶＨＴ＿ＷまたはＴＶＨＴ＿２
Ｗチャンネルの中心周波数を指示すると定義されている。
【０１１５】
　ＷＬＡＮ動作チャンネルの中心周波数は、後述する数学式４によって表現／計算するこ
とができる。例えば、ＴＶＨＴ＿２ＷまたはＴＶＨＴ＿４Ｗ動作チャンネル幅である場合
、チャンネル中心周波数セグメント０フィールドの値がＷＬＡＮ動作チャンネルの周波数
になるという問題がある。この場合、数学式４の補正値（すなわち、ＣｈａｎｎｅｌＣｅ
ｎｔｅｒＦｒｅｑｕｅｎｃｙＣｏｒｒｅｃｔｉｏｎ）が適用される場合、実際にＷＬＡＮ
動作チャンネルの中心周波数に補正値が加算された誤った値が、ＷＬＡＮ動作チャンネル
の中心周波数として表現されるという問題がある。
【０１１６】
　これと同様に、ＴＶＨＴ＿２Ｗ＋２Ｗ動作チャンネル幅の場合、チャンネル中心周波数
セグメント０フィールドの値が周波数セグメント０（すなわち、プライマリーチャンネル
を含む周波数セグメント）の中心周波数の値を有するようになるので、周波数セグメント
０の中心周波数の値に数学式４の補正値が加算された誤った値が、該当の周波数セグメン
トの中心周波数として表現される問題がある。
【０１１７】
　したがって、本発明では、前記表１及び後述する表４に示すように、チャンネル中心周
波数セグメント（すなわち、後述する表４のｄｏｔ１１ＣｕｒｒｅｎｔＣｈａｎｎｅｌＣ
ｅｎｔｅｒＦｒｅｑｕｅｎｃｙＩｎｄｅｘ０またはｄｏｔ１１ＣｕｒｒｅｎｔＣｈａｎｎ
ｅｌＣｅｎｔｅｒＦｒｅｑｕｅｎｃｙＩｎｄｅｘ１）を該当のＷＬＡＮ動作チャンネルに
含まれた各ＴＶチャンネルのうち「最も低い」ＴＶチャンネルの中心周波数を示すインデ
ックスとして定義することを提案する。これによって、数学式４によって、ＷＬＡＮ動作
チャンネルの中心周波数を正しく表現することができる。具体的な事項は、後述する数学
式４と関連する部分で説明する。
【０１１８】
　次に、図７のＴＶＨＴ基本ＭＣＳセットフィールドは、ＢＳＳ内の全てのＴＶＨＴ　Ｓ
ＴＡによってサポートされる各ＴＶＨＴ　ＰＰＤＵの空間ストリームの個数別ＭＣＳを示
す。ＴＶＨＴ基本ＭＣＳセットフィールドは、８ビットサイズのビットマップとして定義
することができ、前記ビットマップの８ビットのうちそれぞれの２ビットは、Ｎｓｓ（Ｎ
ｓｓは、空間ストリームの個数を意味し、１～４のうち一つの値を有することができる。
）に対するサポートされるＭＣＳを示す。ＴＶＨＴ基本ＭＣＳセットフィールドは、受信
（Ｒｘ）ＭＣＳマップサブフィールド（ＶＨＴ　Ｓｕｐｐｏｒｔｅｄ　ＭＣＳ　Ｓｅｔフ
ィールドのサブフィールドのうち一つ）のＢ０―Ｂ７として定義することもできる。この
場合は、ＴＶＨＴ基本ＭＣＳセットフィールドは、１オクテット（すなわち、８ビット）
サイズとして定義することができる。しかし、これに制限されることはなく、前記８ビッ
トサイズのビットマップに追加的な８ビットを含む２オクテット（すなわち、１６ビット
）サイズとしてＴＶＨＴ基本ＭＣＳセットフィールドを定義することもできる。
【０１１９】
ＴＶＨＴ　ＢＳＳ動作
【０１２０】
　ＢＳＳを生成するＳＴＡは、ＴＶＨＴ　ＢＳＳが基本的にサポートするＭＣＳのセット
（すなわち、ＴＶＨＴＢＳＳＢａｓｉｃＭＣＳＳｅｔ）及びＴＶＨＴ動作のためにサポー
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定義するＭＣＳ値によって受信及び伝送しなければならない。
【０１２１】
　ＴＶＨＴ　ＡＰは、ＴＶＨＴケイパビリティ要素（ＴＶＨＴ　Ｃａｐａｂｉｌｉｔｉｅ
ｓ　ｅｌｅｍｅｎｔ）のＴＶＨＴケイパビリティ情報（ＴＶＨＴ　Ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ
　Ｉｎｆｏ）フィールドのサポートされるチャンネル幅セットサブフィールドで、自分が
サポートするチャンネル幅ケイパビリティを宣言する。
【０１２２】
　また、ＴＶＨＴ　ＡＰは、ＴＶＨＴ動作要素のＴＶＨＴ動作情報フィールドのチャンネ
ル幅サブフィールドがＢＳＳ動作チャンネル幅を指示するように設定する。例えば、ＴＶ
ＨＴ　ＡＰは、ＢＳＳ動作チャンネル幅としてＷ、２Ｗ、Ｗ＋Ｗ、４Ｗ、２Ｗ＋２Ｗのう
ち一つの指示することができる。
【０１２３】
　ここで、ＢＳＳで伝送されるＰＰＤＵ（ｔｒａｎｓｍｉｔｔｅｄ　ＰＰＤＵ）の帯域幅
は、ＢＳＳ動作チャンネル幅のサブセットであり得る。例えば、ＢＳＳ動作帯域幅が２Ｗ
である場合、サポートされるＰＰＤＵ帯域幅はＷ及び２Ｗのうち一つであり得る。また、
ＢＳＳ動作帯域幅がＷ＋Ｗである場合、サポートされるＰＰＤＵ帯域幅はＷ及びＷ＋Ｗの
うち一つであり得る。また、ＢＳＳ動作帯域幅が４Ｗである場合、サポートされるＰＰＤ
Ｕ帯域幅はＷ、２Ｗ及び４Ｗのうち一つであり得る。また、ＢＳＳ動作帯域幅が２Ｗ＋２
Ｗである場合、サポートされるＰＰＤＵ帯域幅はＷ、２Ｗ及び２Ｗ＋２Ｗのうち一つであ
り得る。
【０１２４】
　したがって、ＰＰＤＵ帯域幅を正確に指示するためには、ＢＳＳ動作チャンネル幅情報
の他に、追加的な情報が必要である。
【０１２５】
　ここで、ＰＰＤＵは、ＰＬＣＰプリアンブルフィールド、ＰＬＣＰヘッダーフィールド
及びデータフィールドを含むことができる。ＰＬＣＰプリアンブルフィールドは、トレー
ニングフィールド（ｔｒａｉｎｉｎｇ　ｆｉｅｌｄ）などを含む。ＰＬＣＰヘッダーフィ
ールドは、ＳＩＧ（Ｓｉｇｎａｌ）フィールドなどを含む。データフィールドは、ＰＳＤ
Ｕ（ＰＬＣＰ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ）などを含む。ＰＬＣＰヘッダーフ
ィールドに含まれるＳＩＧフィールドは、ＢＷ（Ｂａｎｄｗｉｄｔｈ）フィールドなどを
含む。ＢＷフィールドは、２ビットサイズとして定義される。既存のＢＷフィールドは、
Ｘ（例えば、Ｘ＝２０ＭＨｚ）、２Ｘ、４Ｘまたは８Ｘ／４Ｘ＋４ＸのＰＰＤＵ帯域幅を
指示する機能をする。
【０１２６】
　ＴＶＨＴ　ＰＰＤＵでは、ＰＬＣＰヘッダーのＳＩＧフィールドをＴＶＨＴ―ＳＩＧ―
Ａ１及びＴＶＨＴ―ＳＩＧ―Ａ２で構成することができ、これらのうち、ＴＶＨＴ―ＳＩ
Ｇ―Ａ１の最初の２個のビット（Ｂ０及びＢ１）をＢＷフィールドとして定義することが
できる。
【０１２７】
　本発明では、ＰＰＤＵ帯域幅を正確に指示するために、前記ＢＳＳ動作帯域幅情報と共
に、ＴＶＨＴ―ＳＩＧ―Ａ１のＢＷフィールドを用いることについて提案する。
【０１２８】
　下記の表２は、ＴＶＨＴ　ＢＳＳ動作チャンネル幅を示す。表２に示すように、伝送さ
れるＰＰＤＵのタイプは、ＢＳＳ動作チャンネル幅及びＴＶＨＴ―ＳＩＧ―Ａ１フィール
ドのＢ０―Ｂ１の値に依存して決定することができる。
【０１２９】
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【表２】

【０１３０】
　前記表２において、ＴＶＨＴ＿ＭＯＤＥ＿１　ＰＰＤＵは、ＴＶＨＴ＿Ｗ　ＶＨＴ　Ｐ
ＰＤＵ及びＴＶＨＴ＿Ｗ　ＮＯＮ＿ＨＴ　ＰＰＤＵのうち一つに該当する。ここで、ＴＶ
ＨＴ＿Ｗ　ＮＯＮ＿ＨＴ　ＰＰＤＵは、一つのＢＣＵ（すなわち、ＴＶＨＴ＿Ｗ帯域幅）
でｎｏｎ―ＨＴ　ＰＰＤＵが２回繰り返されることを意味する。
【０１３１】
　ＴＶＨＴ＿ＭＯＤＥ＿２Ｃ　ＰＰＤＵは、ＴＶＨＴ＿２Ｗ　ＶＨＴ　ＰＰＤＵまたはＴ
ＶＨＴ＿２Ｗ　ＮＯＮ＿ＨＴ　ＰＰＤＵのうち一つに該当する。ここで、ＴＶＨＴ＿２Ｗ
　ＮＯＮ＿ＨＴ　ＰＰＤＵは、２つの連続的なＢＣＵ（すなわち、ＴＶＨＴ＿２Ｗ帯域幅
）でｎｏｎ―ＨＴ　ＰＰＤＵが４回繰り返されることを意味する。
【０１３２】
　ＴＶＨＴ＿ＭＯＤＥ＿２Ｎ　ＰＰＤＵは、ＴＶＨＴ＿Ｗ＋Ｗ　ＶＨＴ　ＰＰＤＵまたは
ＴＶＨＴ＿Ｗ＋Ｗ　ＮＯＮ＿ＨＴ　ＰＰＤＵのうち一つに該当する。ここで、ＴＶＨＴ＿
Ｗ＋Ｗ　ＮＯＮ＿ＨＴ　ＰＰＤＵは、２つの不連続的なＢＣＵ（すなわち、ＴＶＨＴ＿Ｗ
＋Ｗ帯域幅）でｎｏｎ―ＨＴ　ＰＰＤＵが４回繰り返されることを意味する。
【０１３３】
　ＴＶＨＴ＿ＭＯＤＥ＿４Ｃ　ＰＰＤＵは、ＴＶＨＴ＿４Ｗ　ＶＨＴ　ＰＰＤＵまたはＴ
ＶＨＴ＿４Ｗ　ＮＯＮ＿ＨＴ　ＰＰＤＵのうち一つに該当する。ここで、ＴＶＨＴ＿４Ｗ
　ＮＯＮ＿ＨＴ　ＰＰＤＵは、４つの連続的なＢＣＵ（すなわち、ＴＶＨＴ＿４Ｗ帯域幅
）でｎｏｎ―ＨＴ　ＰＰＤＵが８回繰り返されることを意味する。
【０１３４】
　ＴＶＨＴ＿ＭＯＤＥ＿４Ｎ　ＰＰＤＵは、ＴＶＨＴ＿２Ｗ＋２Ｗ　ＶＨＴ　ＰＰＤＵま
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たはＴＶＨＴ＿２Ｗ＋２Ｗ　ＮＯＮ＿ＨＴ　ＰＰＤＵのうち一つに該当する。ここで、Ｔ
ＶＨＴ＿２Ｗ＋２Ｗ　ＮＯＮ＿ＨＴ　ＰＰＤＵは、一つの周波数セグメントが２つの連続
的なＢＣＵを含み、このような周波数セグメントの２つが不連続的に存在する帯域幅（す
なわち、ＴＶＨＴ＿２Ｗ＋２Ｗ帯域幅）でｎｏｎ―ＨＴＰＰＤＵが８回繰り返されること
を意味する。
【０１３５】
　ＴＶＨＴ動作要素を含むフレームを受信したＴＶＨＴ　ｎｏｎ―ＡＰ　ＳＴＡは、ＴＶ
ＨＴ動作情報フィールド（前記表１参照）の「チャンネル中心周波数セグメント０」、「
チャンネル中心周波数セグメント１」サブフィールド、及び「プライマリーチャンネルオ
フセット」を用いてチャンネル化を決定することができる。以下では、チャンネル化に対
してより具体的に説明する。
【０１３６】
　ＴＶＨＴ　ＢＳＳのメンバーであるＴＶＨＴ　ＳＴＡは、オフ―チャンネルＴＤＬＳ直
接リンク（ｏｆｆ―ｃｈａｎｎｅｌ　Ｔｕｎｎｅｌｅｄ　Ｄｉｒｅｃｔ―Ｌｉｎｋ　Ｓｅ
ｔｕｐ（ＴＤＬＳ）ｄｉｒｅｃｔ　ｌｉｎｋ）上のＴＶＨＴ＿ＭＯＤＥ＿１　ＰＰＤＵ伝
送を除いては、ＢＳＳのプライマリーＴＶＨＴ＿Ｗチャンネルを除いたチャンネル上でＴ
ＶＨＴ＿ＭＯＤＥ＿１　ＰＰＤＵを伝送しないように動作することができる（すなわち、
ＢＳＳのプライマリーＴＶＨＴ＿Ｗチャンネル上のみでＴＶＨＴ＿ＭＯＤＥ＿１　ＰＰＤ
Ｕを伝送するように動作することができる）。ここで、オフ―チャンネルは、基本チャン
ネルでない他のチャンネルを意味し、基本チャンネルは、ＴＤＬＳピア（ｐｅｅｒ）ＳＴ
ＡがＡＰと連関するチャンネルを意味する。
【０１３７】
　ＴＶＨＴ＿２Ｗ、ＴＶＨＴ＿４ＷまたはＴＶＨＴ＿Ｗ＋Ｗ動作チャンネル幅を有するＴ
ＶＨＴ　ＢＳＳのメンバーであるＴＶＨＴ　ＳＴＡは、オフ―チャンネルＴＤＬＳ直接リ
ンク上のＴＶＨＴ＿ＭＯＤＥ＿２Ｃ、ＴＶＨＴ＿ＭＯＤＥ＿４ＣまたはＴＶＨＴ＿ＭＯＤ
Ｅ＿２Ｎ　ＰＰＤＵ伝送を除いては、ＢＳＳのプライマリーＴＶＨＴ＿Ｗチャンネル及び
セカンダリーＴＶＨＴ＿Ｗチャンネルを使用しないＴＶＨＴ＿ＭＯＤＥ＿２ＣまたはＴＶ
ＨＴ＿ＭＯＤＥ＿２Ｎ　ＰＰＤＵを伝送しないように動作することができる。
【０１３８】
　ＴＶＨＴ＿４ＷまたはＴＶＨＴ＿２Ｗ＋２Ｗ動作チャンネル幅を有するＴＶＨＴ　ＢＳ
ＳのメンバーであるＴＶＨＴ　ＳＴＡは、オフ―チャンネルＴＤＬＳ直接リンク上のＴＶ
ＨＴ＿ＭＯＤＥ＿４ＣまたはＴＶＨＴ＿ＭＯＤＥ＿４Ｎ　ＰＰＤＵ伝送を除いては、ＢＳ
ＳのプライマリーＴＶＨＴ＿２Ｗチャンネル及びセカンダリーＴＶＨＴ＿２Ｗチャンネル
を使用しないＴＶＨＴ＿ＭＯＤＥ＿４ＣまたはＴＶＨＴ＿ＭＯＤＥ＿４Ｎ　ＰＰＤＵを伝
送しないように動作することができる。
【０１３９】
　ＴＶＨＴ　ＳＴＡは、他のＴＶＨＴ　ＳＴＡから最近受信されたＴＶＨＴケイパビリテ
ィ要素または動作モード通知（Ｏｐｅｒａｔｉｎｇ　Ｍｏｄｅ　Ｎｏｔｉｆｉｃａｔｉｏ
ｎ）フレームのサポートされるチャンネル幅セットサブフィールドでサポートされると指
示されない帯域幅を使用したときは、前記他のＴＶＨＴ　ＳＴＡにＰＰＤＵを伝送しない
ように動作することができる。
【０１４０】
　ＴＤＬＳオフ―チャンネル直接―リンクの場合を除いては、ＳＴＡは、ＴＸＶＥＣＴＯ
ＲのＣＨ＿ＢＡＮＤＷＩＤＴＨパラメーターがＢＳＳ動作チャンネル幅より広いチャンネ
ル帯域幅を指示するＰＰＤＵを伝送しないように動作することができる。ここで、ＴＸＶ
ＥＣＴＯＲは、ＭＡＣがＰＨＹにＰＳＤＵの伝送のために提供する各パラメーターのリス
トを意味し、前記各パラメーターのうちＣＨ＿ＢＡＮＤＷＩＤＴＨパラメーターは、パケ
ット伝送に用いられるチャンネル幅を示す。
【０１４１】
信号の数学的表現
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【０１４２】
　全てのＴＶＨＴ　ＰＰＤＵ伝送モードに対して、信号は、下記の表３で定義されるサブ
キャリア上で伝送される。表３は、トーン位置（ｔｏｎｅ　ｌｏｃａｔｉｏｎ）を示した
ものである。
【０１４３】
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【表３】

【０１４４】
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　次に、ＴＶＨＴチャンネルは、下記の表４で定義されるＰＬＭＥ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　
Ｌａｙｅｒ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｅｎｔｉｔｙ）ＭＩＢ（Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｉ
ｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｂａｓｅ）フィールドによって定義される。表４は、各ＴＶＨＴ
チャンネルを特定する各フィールドを示したものである。
【０１４５】
【表４】

【０１４６】
　前記表１に説明したように、本発明では、チャンネル中心周波数セグメント（すなわち
、前記表４のｄｏｔ１１ＣｕｒｒｅｎｔＣｈａｎｎｅｌＣｅｎｔｅｒＦｒｅｑｕｅｎｃｙ
Ｉｎｄｅｘ０またはｄｏｔ１１ＣｕｒｒｅｎｔＣｈａｎｎｅｌＣｅｎｔｅｒＦｒｅｑｕｅ
ｎｃｙＩｎｄｅｘ１）を、該当のＷＬＡＮ動作チャンネルに含まれたＴＶチャンネルのう
ち「最も低い」ＴＶチャンネルの中心周波数を示すインデックスの値として定義すること
を提案する。
【０１４７】
　次に、チャンネル周波数を数学的に表現するために、次の表５のようにそれぞれの変数
を定義することができる。
【０１４８】
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【表５】

【０１４９】
　前記表５において、チャンネル開始周波数（ｆＣＨ，ｓｔａｒｔ）は、国家情報及び動
作クラス項目で定義される値によって決定される（表９～表１２参照）。
【０１５０】
　前記表５のように変数が定義された場合、ＴＶＨＴ＿ＭＯＤＥ＿１、ＴＶＨＴ＿ＭＯＤ
Ｅ＿２Ｃ、ＴＶＨＴ＿ＭＯＤＥ＿２Ｎ、ＴＶＨＴ＿ＭＯＤＥ＿４ＣまたはＴＶＨＴ＿ＭＯ
ＤＥ＿４Ｎ動作において、ｆｃ，ｉｄｘとｆｃ，ｉｄｘ０は、下記の数学式１によって特
定される関係を有する（または、ｄｏｔ１１ＣｕｒｒｅｎｔＣｈａｎｎｅｌＷｉｄｔｈが
ＴＶＨＴ＿Ｗ、ＴＶＨＴ＿２Ｗ、ＴＶＨＴ＿Ｗ＋Ｗ、ＴＶＨＴ＿４ＷまたはＴＶＨＴ＿２
Ｗ＋２Ｗである場合、ｆＰＷ，ｉｄｘとｆｃ，ｉｄｘ０は、下記の数学式１によって特定
される関係を有する）。
【０１５１】
［数１］
ｆＰＷ，ｉｄｘ＝ｆｃ，ｉｄｘ０＋ｎＰＷ

【０１５２】
　前記数学式１において、０≦ｎＰＷ≦ＮＰＷ－１である。
【０１５３】
　ＮＰＷの値は、次のように決定される。ＴＶＨＴ＿ＭＯＤＥ＿１及びＴＶＨＴ＿ＭＯＤ
Ｅ＿２Ｎにおいて（またはＴＶＨＴ＿Ｗ及びＴＶＨＴ＿Ｗ＋Ｗである場合）、ＮＰＷ＝１
である。ＴＶＨＴ＿ＭＯＤＥ＿２Ｃ及びＴＶＨＴ＿ＭＯＤＥ＿４Ｎにおいて（またはＴＶ
ＨＴ＿２Ｗ及びＴＶＨＴ＿２Ｗ＋２Ｗである場合）、ＮＰＷ＝２である。ＴＶＨＴ＿ＭＯ
ＤＥ＿４Ｃにおいて（またはＴＶＨＴ＿４Ｗの場合）、ＮＰＷ＝４である。
【０１５４】
　次に、ＴＶＨＴ動作モードまたはＴＶＨＴチャンネル幅に従って、プライマリーチャン
ネル、セカンダリーチャンネルの周波数特性（例えば、周波数位置）の数学的表現に対し
て説明する。
【０１５５】
　ＴＶＨＴ＿ＭＯＤＥ＿１、ＴＶＨＴ＿ＭＯＤＥ＿２Ｃ、ＴＶＨＴ＿ＭＯＤＥ＿２Ｎ、Ｔ
ＶＨＴ＿ＭＯＤＥ＿４ＣまたはＴＶＨＴ＿ＭＯＤＥ＿４Ｎ動作において（またはｄｏｔ１
１ＣｕｒｒｅｎｔＣｈａｎｎｅｌＷｉｄｔｈがＴＶＨＴ＿Ｗ、ＴＶＨＴ＿２Ｗ、ＴＶＨＴ
＿Ｗ＋Ｗ、ＴＶＨＴ＿４ＷまたはＴＶＨＴ＿２Ｗ＋２Ｗである場合）、プライマリーＴＶ
ＨＴ＿Ｗチャンネルは、ｆＣＨ，ｓｔａｒｔ＋Ｗ×ｆＰＷ，ｉｄｘに中心を置くＴＶＨＴ
＿Ｗ帯域幅を有するチャンネルである。ここで、ｆＰＷ，ｉｄｘは、前記数学式１によっ
て決定される。
【０１５６】
　ＴＶＨＴ＿ＭＯＤＥ＿２Ｃ、ＴＶＨＴ＿ＭＯＤＥ＿４ＣまたはＴＶＨＴ＿ＭＯＤＥ＿４
Ｎ動作において（またはｄｏｔ１１ＣｕｒｒｅｎｔＣｈａｎｎｅｌＷｉｄｔｈがＴＶＨＴ
＿２Ｗ、ＴＶＨＴ＿４ＷまたはＴＶＨＴ＿２Ｗ＋２Ｗである場合）、セカンダリーＴＶＨ
Ｔ＿Ｗチャンネルは、ｆＣＨ，ｓｔａｒｔ＋Ｗ×ｆＳＷ，ｉｄｘに中心を置くＴＶＨＴ＿
Ｗ帯域幅を有するチャンネルである。ここで、ｎＰＷが偶数である場合はｆＳＷ，ｉｄｘ

＝ｆＰＷ，ｉｄｘ＋１で、ｎＰＷが奇数である場合はｆＳＷ，ｉｄｘ＝ｆＰＷ，ｉｄｘ－
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１である。
【０１５７】
　ＴＶＨＴ＿ＭＯＤＥ＿２Ｎ動作において（またはｄｏｔ１１ＣｕｒｒｅｎｔＣｈａｎｎ
ｅｌＷｉｄｔｈがＴＶＨＴ＿Ｗ＋Ｗである場合）、セカンダリーＴＶＨＴ＿Ｗチャンネル
は、ｆＣＨ，ｓｔａｒｔ＋Ｗ×ｆＳＷ，ｉｄｘに中心を置くＴＶＨＴ＿Ｗ帯域幅を有する
チャンネルである。ここで、ｆＳＷ，ｉｄｘ＝ｆｃ，ｉｄｘ１である（前記表５参照）。
【０１５８】
　ＴＶＨＴ＿ＭＯＤＥ＿２Ｃ、ＴＶＨＴ＿ＭＯＤＥ＿４ＣまたはＴＶＨＴ＿ＭＯＤＥ＿４
Ｎ動作において（またはｄｏｔ１１ＣｕｒｒｅｎｔＣｈａｎｎｅｌＷｉｄｔｈがＴＶＨＴ
＿２Ｗ、ＴＶＨＴ＿４ＷまたはＴＶＨＴ＿２Ｗ＋２Ｗである場合）、プライマリーＴＶＨ
Ｔ＿２Ｗチャンネルは、ｆＣＨ，ｓｔａｒｔ＋Ｗ×ｆＰ２Ｗ，ｉｄｘ＋０．５×Ｗに中心
を置くＴＶＨＴ＿２Ｗ帯域幅を有するチャンネルである。ここで、ｆＰ２Ｗ，ｉｄｘは、
次の数学式２によって決定される。
【０１５９】
［数２］
【０１６０】
ｆＰ２Ｗ，ｉｄｘ＝ｆｃ，ｉｄｘ０＋２×ｎＰ２Ｗ

【０１６１】
　前記数学式２において、０≦ｎＰ２Ｗ≦ＮＰ２Ｗ－１である。
【０１６２】
　ＮＰ２Ｗの値は、次のように決定される。ＴＶＨＴ＿ＭＯＤＥ＿２Ｃ及びＴＶＨＴ＿Ｍ
ＯＤＥ＿４Ｎにおいて（またはＴＶＨＴ＿２Ｗ及びＴＶＨＴ＿２Ｗ＋２Ｗである場合）、
ＮＰ２Ｗ＝１である。ＴＶＨＴ＿ＭＯＤＥ＿４Ｃにおいて（またはＴＶＨＴ＿４Ｗである
場合）、ＮＰＷ＝２である。
【０１６３】
　ＴＶＨＴ＿ＭＯＤＥ＿２Ｃ、ＴＶＨＴ＿ＭＯＤＥ＿４ＣまたはＴＶＨＴ＿ＭＯＤＥ＿４
Ｎ動作において（またはｄｏｔ１１ＣｕｒｒｅｎｔＣｈａｎｎｅｌＷｉｄｔｈがＴＶＨＴ
＿２Ｗ、ＴＶＨＴ＿４ＷまたはＴＶＨＴ＿２Ｗ＋２Ｗである場合）、セカンダリーＴＶＨ
Ｔ＿２Ｗチャンネルは、ｆＣＨ，ｓｔａｒｔ＋Ｗ×ｆＳ２Ｗ，ｉｄｘ＋０．５×Ｗに中心
を置くＴＶＨＴ＿２Ｗ帯域幅を有するチャンネルである。ここで、ｎＰ２Ｗが偶数である
場合はｆＳ２Ｗ，ｉｄｘ＝ｆＰ２Ｗ，ｉｄｘ＋２で、ｎＰ２Ｗが奇数である場合はｆＳ２

Ｗ，ｉｄｘ＝ｆＰ２Ｗ，ｉｄｘ－２である。
【０１６４】
　ＴＶＨＴ＿ＭＯＤＥ＿４Ｃ動作において（またはｄｏｔ１１ＣｕｒｒｅｎｔＣｈａｎｎ
ｅｌＷｉｄｔｈがＴＶＨＴ＿４Ｗである場合）、セカンダリーＴＶＨＴ＿２Ｗチャンネル
は、ｆＣＨ，ｓｔａｒｔ＋Ｗ×ｆＳ２Ｗ，ｉｄｘ＋０．５×Ｗに中心を置くＴＶＨＴ＿２
Ｗ帯域幅を有するチャンネルである。ここで、ｎＰ２Ｗが偶数である場合は、ｆＳ２Ｗ，

ｉｄｘ＝ｆＰ２Ｗ，ｉｄｘ＋２で、ｎＰ２Ｗが奇数である場合は、ｆＳ２Ｗ，ｉｄｘ＝ｆ

Ｐ２Ｗ，ｉｄｘ－２である。
【０１６５】
　ＴＶＨＴ＿ＭＯＤＥ＿４Ｎ動作において（またはｄｏｔ１１ＣｕｒｒｅｎｔＣｈａｎｎ
ｅｌＷｉｄｔｈがＴＶＨＴ＿２Ｗ＋２Ｗである場合）、セカンダリーＴＶＨＴ＿２Ｗチャ
ンネルは、ｆＣＨ，ｓｔａｒｔ＋Ｗ×ｆ２ＳＷ，ｉｄｘ＋０．５×Ｗに中心を置くＴＶＨ
Ｔ＿２Ｗ帯域幅を有するチャンネルである。ここで、ｆＳＷ，ｉｄｘ＝ｆｃ，ｉｄｘ１で
ある（前記表５参照）。
【０１６６】
　伝送された信号は、複素基底帯域（ｃｏｍｐｌｅｘ　ｂａｓｅｂａｎｄ）信号表記法（
ｎｏｔａｔｉｏｎ）で記述される。実際に伝送される信号は、下記の数学式３で定義され
る関係に従って、前記複素基底帯域信号と関連する。
【０１６７】
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【０１６８】
　前記数学式３において、Ｒｅ｛Ｘ｝は、複素値Ｘの実数部（ｒｅａｌ　ｐａｒｔ）を意
味する。Ｎｓｅｇは、伝送信号の周波数セグメントの個数を意味する。
【数３－１】

は、伝送アンテナｉＴＸで周波数セグメントｉＳｅｇの複素基底帯域信号を意味する。
【数３－２】

は、周波数セグメントｉＳｅｇで伝送されるＰＰＤＵの一部の中心周波数を示す。
【０１６９】
　ＴＶＨＴ＿ＭＯＤＥ＿２Ｃ及びＴＶＨＴ＿ＭＯＤＥ＿４Ｃにおいて、隣接した各周波数
セグメントの中心周波数間のギャップは、前記表３に示した通りである。
【０１７０】
　下記の表６に示すように、

【数３－３】

をｄｏｔ１１ＣｕｒｒｅｎｔＣｈａｎｎｅｌＢａｎｄｗｉｄｔｈの関数として表現するこ
とができる。表６は、周波数セグメントｉＳｅｇで伝送されるＰＰＤＵの中心周波数を示
したものである。
【０１７１】
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【表６】

【０１７２】
　前記表６において、ｄｏｔ１１ＣｕｒｒｅｎｔＣｈａｎｎｅｌＢａｎｄｗｉｄｔｈ＝Ｔ
ＶＨＴ＿２Ｗ＋２Ｗである場合、チャンネル帯域幅ＴＶＨＴ＿Ｗでは、前記数学式１に従
ってｆＰＷ，ｉｄｘ＝ｆｃ，ｉｄｘ０である。また、前記表６において、ｄｏｔ１１Ｃｕ
ｒｒｅｎｔＣｈａｎｎｅｌＢａｎｄｗｉｄｔｈ＝ＴＶＨＴ＿２Ｗ＋２Ｗである場合、チャ
ンネル帯域幅ＴＶＨＴ＿２Ｗでは、前記数学式２に従ってｆ２ＰＷ，ｉｄｘ＝ｆｃ，ｉｄ

ｘ０である。
【０１７３】
　ＴＶＨＴ＿ＭＯＤＥ＿２Ｎ及びＴＶＨＴ＿ＭＯＤＥ＿４Ｎで伝送される信号は、ＴＶＨ
Ｔ＿ＭＯＤＥ＿２ＮまたはＴＶＨＴ＿ＭＯＤＥ＿４Ｎでの二つの周波数セグメント間の位
相オフセットまたは位相雑音などの相違する特性を経験できるが、明瞭性のために、この
ような特性は前記数学式３で表現されていない。
【０１７４】
　一方、下記の表７は、各ＰＬＣＰフィールドに対するトーンスケーリングファクター（
ｔｏｎｅ　ｓｃａｌｉｎｇ　ｆａｃｔｏｒ）及びガードインターバルデュレーション（ｇ
ｕａｒｄ　ｉｎｔｅｒｖａｌ　ｄｕｒａｔｉｏｎ）値を示す。表７では、ＢＣＵの個数（
すなわち、ＴＶＨＴ＿ＭＯＤＥ＿１は一つのＢＣＵを有し、ＴＶＨＴ＿ＭＯＤＥ＿２Ｃ及
びＴＶＨＴ＿ＭＯＤＥ＿２Ｎは２つのＢＣＵを有し、ＴＶＨＴ＿ＭＯＤＥ＿４Ｃ及びＴＶ
ＨＴ＿ＭＯＤＥ＿４Ｎは４つのＢＣＵを有する。）の関数として多様なフィールドの
【数３－４】

値をまとめたものである。
【０１７５】
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【０１７６】
　前記表７において、ＮＯＮ＿ＨＴ＿ＤＵＰ＿ＯＦＤＭ―Ｄａｔａは、ＮＯＮ＿ＨＴ＿Ｄ
ＵＰ＿ＯＦＤＭフォーマットタイプを有するＮＯＮ＿ＮＴ　ＰＰＤＵのデータフィールド
を意味する。
【０１７７】
　前記表７において、ＴＧＩは、一般的なガードインターバルデュレーション（マイクロ
秒の単位と定義される。）を意味し、ＴＧＩ２は、ダブルガードインターバル値（一般ガ
ードインターバルデュレーションの２倍）を意味する。また、ＴＶＨＴ―Ｄａｔａにおい
て、ＴＧＩは、ＴＸＶＥＣＴＯＲパラメーターのＧＩ＿ＴＹＰＥがＬＯＮＧ＿ＧＩ値を有
する場合のガードインターバルデュレーションを意味し、ＴＧＩＳは、ＴＸＶＥＣＴＯＲ
パラメーターのＧＩ＿ＴＹＰＥがＳＨＯＲＴ＿ＧＩ値を有する場合の短いガードインター
バルデュレーションを意味する。
【０１７８】
　また、トーンローテーションを示す
【数３－５】

関数は、次の表８のように定義することができる。下記の表８は、伝送モードと
【数３－６】

をまとめたものである。
【０１７９】
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【表８】

【０１８０】
　前記表８と関連して、ＴＶＨＴ＿ＭＯＤＥ＿１及びＴＶＨＴ＿ＭＯＤＥ＿２Ｎ　ＰＰＤ
Ｕ伝送に対して、ｋ＜０である場合は
【数３－７】

＝１で、ｋ≧０である場合は
【数３－８】

＝ｊである。
【０１８１】
　ＴＶＨＴ＿ＭＯＤＥ＿２Ｃ及びＴＶＨＴ＿ＭＯＤＥ＿４Ｎ　ＰＰＤＵ伝送に対して、６
ＭＨｚ及び８ＭＨｚチャンネルに対してｋ＜－７２である場合は
【数３－９】

＝１で、ｋ≧－７２である場合は
【数３－１０】

＝－１で、７ＭＨｚチャンネルに対してｋ＜－８４である場合は
【数３－１１】

＝１で、ｋ≧－８４である場合は
【数３－１２】

＝－１である。
【０１８２】
　ＴＶＨＴ＿ＭＯＤＥ＿４Ｃ　ＰＰＤＵ伝送に対して、６ＭＨｚ及び８ＭＨｚチャンネル
に対してｋ＜－２１６である場合は

【数３－１３】

＝１で、－２１６≦ｋ＜０である場合は
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【数３－１４】

＝－１で、０＜ｋ＜７２である場合は
【数３－１５】

＝１で、ｋ≧７２である場合は
【数３－１６】

＝－１で、７ＭＨｚチャンネルに対してｋ＜－２５２である場合は

【数３－１７】

＝１で、－２５２≦ｋ＜０である場合は
【数３－１８】

＝－１で、０＜ｋ＜８４である場合は
【数３－１９】

＝１で、ｋ≧８４である場合は
【数３－２０】

＝－１である。
【０１８３】
チャンネル化
【０１８４】
　ＴＶＨＴチャンネルは、前記表４に示すように、ＴＶＨＴチャンネルを特定するための
各フィールドによって特定することができる。
【０１８５】
　ＷまたはＴＶＨＴ＿Ｗは、ＭＨｚ単位の値であって、規制ドメインに従って６ＭＨｚ、
７ＭＨｚ及び８ＭＨｚのうちいずれか一つとして定義することができる。
【０１８６】
　ｄｏｔ１１ＣｕｒｒｅｎｔＣｈａｎｎｅｌＣｅｎｔｅｒＦｒｅｑｕｅｎｃｙＩｎｄｅｘ
０及びｄｏｔ１１ＣｕｒｒｅｎｔＣｈａｎｎｅｌＣｅｎｔｅｒＦｒｅｑｕｅｎｃｙＩｎｄ
ｅｘ１フィールドが与えられると、それぞれの中心周波数は、下記の数学式４によって決
定される。
【０１８７】
［数４］
Ｃｈａｎｎｅｌ　ｃｅｎｔｅｒ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ［ＭＨｚ］＝Ｃｈａｎｎｅｌ　ｓｔ
ａｒｔｉｎｇ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ＋ＴＶＨＴ＿Ｗ×ｄｏｔ１１ＣｕｒｒｅｎｔＣｈａｎ
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ｎｅｌＣｅｎｔｅｒＦｒｅｑｕｅｎｃｙＩｎｄｅｘ＋ＣｈａｎｎｅｌＣｅｎｔｅｒＦｒｅ
ｑｕｅｎｃｙＣｏｒｒｅｃｔｉｏｎ
【０１８８】
　前記数学式４において、Ｃｈａｎｎｅｌ　ｓｔａｒｔｉｎｇ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙは、
国家情報及び動作クラス項目で定義される値によって決定される（表９～表１２参照）。
【０１８９】
　前記数学式４において、ｄｏｔ１１ＣｕｒｒｅｎｔＣｈａｎｎｅｌＣｅｎｔｅｒＦｒｅ
ｑｕｅｎｃｙＩｎｄｅｘは、ｄｏｔ１１ＣｕｒｒｅｎｔＣｈａｎｎｅｌＣｅｎｔｅｒＦｒ
ｅｑｕｅｎｃｙＩｎｄｅｘ０またはｄｏｔ１１ＣｕｒｒｅｎｔＣｈａｎｎｅｌＣｅｎｔｅ
ｒＦｒｅｑｕｅｎｃｙＩｎｄｅｘ１である。
【０１９０】
　前記数学式４において、ＣｈａｎｎｅｌＣｅｎｔｅｒＦｒｅｑｕｅｎｃｙＣｏｒｒｅｃ
ｔｉｏｎは、ＴＶＨＴ＿ＭＯＤＥ＿１に対して０で、ＴＶＨＴ＿ＭＯＤＥ＿２Ｃ及びＴＶ
ＨＴ＿ＭＯＤＥ＿２Ｎに対して０．５×ＴＶＨＴ＿Ｗで、ＴＶＨＴ＿ＭＯＤＥ＿４Ｃ及び
ＴＶＨＴ＿ＭＯＤＥ＿４Ｎに対して１．５×ＴＶＨＴ＿Ｗであると定義することができる
。または、ＣｈａｎｎｅｌＣｅｎｔｅｒＦｒｅｑｕｅｎｃｙＣｏｒｒｅｃｔｉｏｎは、Ｔ
ＶＨＴ＿ＭＯＤＥ＿１及びＴＶＨＴ＿ＭＯＤＥ＿２Ｎに対して０で、ＴＶＨＴ＿ＭＯＤＥ
＿２Ｃ及びＴＶＨＴ＿ＭＯＤＥ＿４Ｎに対して０．５×ＴＶＨＴ＿Ｗで、ＴＶＨＴ＿ＭＯ
ＤＥ＿４Ｃに対して１．５×ＴＶＨＴ＿Ｗであると定義することもできる。
【０１９１】
　ここで、Ｃｈａｎｎｅｌ　ｓｔａｒｔｉｎｇ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙは、規制ドメインの
チャンネル番号がＲＬＡＮ（Ｒａｄｉｏ　Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）チャ
ンネル番号になる周波数である。すなわち、Ｃｈａｎｎｅｌ　ｓｔａｒｔｉｎｇ　ｆｒｅ
ｑｕｅｎｃｙは、１番目のチャンネルの中心周波数として定義される。チャンネルインデ
ックスが０から開始される場合は、Ｃｈａｎｎｅｌ　ｓｔａｒｔｉｎｇ　ｆｒｅｑｕｅｎ
ｃｙがチャンネルインデックス０の中心周波数で、チャンネルインデックスが１から開始
される場合は、Ｃｈａｎｎｅｌ　ｓｔａｒｔｉｎｇ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙがチャンネルイ
ンデックス１の中心周波数である。
【０１９２】
　例えば、米国のＴＶチャンネル２の中心周波数は５７ＭＨｚである。これは、次のよう
に、前記数学式４によって獲得される。米国のＴＶチャンネル２に対するＣｈａｎｎｅｌ
　ｓｔａｒｔｉｎｇ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙは４５ＭＨｚで（表９参照）、ＴＶＨＴ＿Ｗ＝
６ＭＨｚで、ＴＶＨＴ＿ＭＯＤＥ＿１においてＣｈａｎｎｅｌＣｅｎｔｅｒＦｒｅｑｕｅ
ｎｃｙＣｏｒｒｅｃｔｉｏｎ＝０である。したがって、Ｃｈａｎｎｅｌ　ｃｅｎｔｅｒ　
ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ［ＭＨｚ］＝Ｃｈａｎｎｅｌ　ｓｔａｒｔｉｎｇ　ｆｒｅｑｕｅｎｃ
ｙ＋ＴＶＨＴ＿Ｗ×ｄｏｔ１１ＣｕｒｒｅｎｔＣｈａｎｎｅｌＣｅｎｔｅｒＦｒｅｑｕｅ
ｎｃｙＩｎｄｅｘ＋ＣｈａｎｎｅｌＣｅｎｔｅｒＦｒｅｑｕｅｎｃｙＣｏｒｒｅｃｔｉｏ
ｎ＝４５＋６×２＋０＝５７ＭＨｚであることを確認することができる。
【０１９３】
　図９は、ＴＶＨＴチャンネル化を例示的に説明するための図である。
【０１９４】
　ＴＶＷＳ帯域において、可用チャンネルリストはＴＶチャンネル番号に基づいて与えら
れ、可用チャンネルリストを考慮してＷＬＡＮチャンネル（またはＷＬＡＮ動作チャンネ
ル）を決定することができる。図９では、可用チャンネルリストにおいてＴＶチャンネル
インデックス０～４が可用な場合を仮定する。また、ＷＬＡＮチャンネルは、ＴＶチャン
ネルインデックス２及び３にわたって設定される場合を仮定する。すなわち、ＷＬＡＮチ
ャンネルは、ＴＶＨＴ＿２Ｗのチャンネル幅を有し、ＴＶＨＴ＿ＭＯＤＥ＿２Ｃ動作に従
ってＰＰＤＵが伝送されると仮定する。
【０１９５】
　この場合、チャンネル中心周波数は、上述したように、０．０４５ＧＨｚ、すなわち、
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４５ＭＨｚである（表９参照）。また、前記表４で説明したように、ｄｏｔ１１Ｃｕｒｒ
ｅｎｔＣｈａｎｎｅｌＣｅｎｔｅｒＦｒｅｑｕｅｎｃｙＩｎｄｅｘは、周波数セグメント
（すなわち、２つのＢＣＵで構成された単位）の最も低いＴＶチャンネルの中心周波数を
示す。図９の例示では、ｄｏｔ１１ＣｕｒｒｅｎｔＣｈａｎｎｅｌＣｅｎｔｅｒＦｒｅｑ
ｕｅｎｃｙＩｎｄｅｘ＝２である場合、ＷＬＡＮチャンネルの周波数セグメントに含まれ
る各ＴＶチャンネルのうち最も低いＴＶチャンネルの中心周波数のインデックス（すなわ
ち、ＴＶチャンネル番号）が２であることを意味する。
【０１９６】
　図９の例示において、ＷＬＡＮチャンネルが２つの連続的なＢＣＵを含む周波数セグメ
ントで構成されるので、ＷＬＡＮチャンネルの中心周波数を前記数学式４に基づいて計算
することができる。米国では、ＴＶチャンネル２及び３に対するチャンネル開始周波数は
４５ＭＨｚで（表９参照）、ＴＶＨＴ＿Ｗ＝６ＭＨｚで、ＴＶＨＴ＿ＭＯＤＥ＿２ＣでＣ
ｈａｎｎｅｌＣｅｎｔｅｒＦｒｅｑｕｅｎｃｙＣｏｒｒｅｃｔｉｏｎ＝０．５×ＴＶＨＴ
＿Ｗ＝３である。したがって、Ｃｈａｎｎｅｌ　ｃｅｎｔｅｒ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ［Ｍ
Ｈｚ］＝Ｃｈａｎｎｅｌ　ｓｔａｒｔｉｎｇ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ＋ＴＶＨＴ＿Ｗ×ｄｏ
ｔ１１ＣｕｒｒｅｎｔＣｈａｎｎｅｌＣｅｎｔｅｒＦｒｅｑｕｅｎｃｙＩｎｄｅｘ＋Ｃｈ
ａｎｎｅｌＣｅｎｔｅｒＦｒｅｑｕｅｎｃｙＣｏｒｒｅｃｔｉｏｎ＝４５＋６×２＋３＝
６０ＭＨｚであることを確認することができる。
【０１９７】
　一方、図９の例示では、ＷＬＡＮチャンネルのために、一つのＴＶチャンネルの全体の
周波数帯域を使用せずに一部のみを使用することは、隣接チャンネル漏出電力比（Ａｄｊ
ａｃｅｎｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｌｅａｋａｇｅ　ｐｏｗｅｒ　Ｒａｔｉｏ；ＡＣＬＲ）の
要求条件が高いためである。また、相違するＢＳＳの相違する帯域幅が共存する場合、Ｓ
ＴＡがこれをサポートするための複雑度と費用が増加するので、これを解決するために、
ＴＶチャンネル帯域の中央にＷＬＡＮチャンネルを位置させる。したがって、図９の例示
において、一つのＢＣＵは一つのＴＶチャンネルの中央に位置する。一つのＴＶチャンネ
ルのサブキャリアが１４４個であるとした場合、ＢＣＵが占有するサブキャリアの個数は
１２８個であり得る。
【０１９８】
　次に、プライマリーＴＶＨＴ＿Ｗチャンネルの中心周波数は、次の数学式５によって決
定することができる。
【０１９９】
［数５］
Ｐｒｉｍａｒｙ　ｃｈａｎｎｅｌ　ｃｅｎｔｅｒ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ［ＭＨｚ］＝Ｃｈ
ａｎｎｅｌ　ｓｔａｒｔｉｎｇ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ＋ＴＶＨＴ＿Ｗ×ｄｏｔ１１Ｃｕｒ
ｒｅｎｔＰｒｉｍａｒｙＣｈａｎｎｅｌ
【０２００】
　一方、ＴＶＨＴ＿ＭＯＤＥ＿２Ｎ動作において、任意の二つの同一でない（ｎｏｎ―ｉ
ｄｅｎｔｉｃａｌ）チャンネルを使用することができる。
【０２０１】
　ＴＶＨＴ＿ＭＯＤＥ＿４Ｎ動作においては、ＴＶＨＴ＿２Ｗチャンネルとして許容され
る任意の２つのチャンネルを使用できるが、前記２つのチャンネルの中心周波数はＴＶＨ
Ｔ＿２Ｗより多く離隔しなければならない。すなわち、ｄｏｔ１１ＣｕｒｒｅｎｔＣｈａ
ｎｎｅｌＣｅｎｔｅｒＦｒｅｑｕｅｎｃｙＩｎｄｅｘ０とｄｏｔ１１ＣｕｒｒｅｎｔＣｈ
ａｎｎｅｌＣｅｎｔｅｒＦｒｅｑｕｅｎｃｙＩｎｄｅｘ１との間の差が２より大きい周波
数差に対応しなければならない。
【０２０２】
　例えば、米国では、ｄｏｔ１１ＣｕｒｒｅｎｔＣｈａｎｎｅｌＢａｎｄｗｉｄｔｈ＝Ｔ
ＶＨＴ＿２Ｗ（１２ＭＨｚ）で、ｄｏｔ１１ＣｕｒｒｅｎｔＣｈａｎｎｅｌＣｅｎｔｅｒ
ＦｒｅｑｕｅｎｃｙＩｎｄｅｘ０＝１５で、ｄｏｔ１１ＣｕｒｒｅｎｔＰｒｉｍａｒｙＣ
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、帯域幅が１２ＭＨｚで、中心周波数が４８２ＭＨｚで、プライマリー６ＭＨｚチャンネ
ルの中心周波数は４８５ＭＨｚであるチャンネルである（前記数学式４、５及び表９参照
）。
【０２０３】
　他の例示として、米国では、ｄｏｔ１１ＣｕｒｒｅｎｔＣｈａｎｎｅｌＢａｎｄｗｉｄ
ｔｈ＝ＴＶＨＴ＿４Ｗ（２４ＭＨｚ）で、ｄｏｔ１１ＣｕｒｒｅｎｔＣｈａｎｎｅｌＣｅ
ｎｔｅｒＦｒｅｑｕｅｎｃｙＩｎｄｅｘ０＝１４で、ｄｏｔ１１ＣｕｒｒｅｎｔＰｒｉｍ
ａｒｙＣｈａｎｎｅｌ＝１７であると特定されるチャンネルを仮定する。このようなチャ
ンネルは、帯域幅が２４ＭＨｚで、中心周波数が４８２ＭＨｚで、プライマリー６ＭＨｚ
チャンネルの中心周波数は４９１ＭＨｚであるチャンネルである（前記数学式４、５及び
表９参照）。
【０２０４】
　他の例示として、米国では、ｄｏｔ１１ＣｕｒｒｅｎｔＣｈａｎｎｅｌＢａｎｄｗｉｄ
ｔｈ＝ＴＶＨＴ＿２Ｗ＋２Ｗ（１２ＭＨｚ＋１２ＭＨｚ）で、ｄｏｔ１１Ｃｕｒｒｅｎｔ
ＣｈａｎｎｅｌＣｅｎｔｅｒＦｒｅｑｕｅｎｃｙＩｎｄｅｘ０＝１５で、ｄｏｔ１１Ｃｕ
ｒｒｅｎｔＣｈａｎｎｅｌＣｅｎｔｅｒＦｒｅｑｕｅｎｃｙＩｎｄｅｘ１＝４０で、ｄｏ
ｔ１１ＣｕｒｒｅｎｔＰｒｉｍａｒｙＣｈａｎｎｅｌ＝１６であるチャンネルを仮定する
。このようなチャンネルは、帯域幅が１２ＭＨｚ＋１２ＭＨｚで、周波数セグメント０の
帯域幅は１２ＭＨｚで、その中心周波数は４８２ＭＨｚで、周波数セグメント１の帯域幅
は１２ＭＨｚで、その中心周波数は６３２ＭＨｚで、プライマリー６ＭＨｚチャンネルの
中心周波数は４８５ＭＨｚであるチャンネルである（前記数学式４、５及び表９参照）。
【０２０５】
国家情報及び動作クラス
【０２０６】
　国家要素は、動作トリプレット（Ｏｐｅｒａｔｉｎｇ　ｔｒｉｐｌｅｔ）が存在する場
合、ＳＴＡが、自分のＰＨＹ及びＭＡＣが動作するように設定するための情報を含む。動
作トリプレットは、動作拡張識別子、動作クラス及びカバレッジクラスフィールドを含む
ことができる。
【０２０７】
　動作クラスは、規制ドメインでの無線動作のための各値のセットを指示するインデック
スである。以下で例示する動作クラスを示す表（表９～表１２）は、行動及び信号検出制
限に対する追加的な動作要求条件を指示する情報を含む。すなわち、動作クラスは、チャ
ンネル開始周波数、チャンネル間隔、チャンネルセット、行動制限セットで構成すること
ができる。
【０２０８】
　動作クラスにおいて、チャンネル開始周波数は、該当のチャンネル番号別に与えられる
変数であって、周波数値を有する。チャンネル開始周波数は、チャンネル番号と共に使用
され、チャンネル中心周波数を計算することができる。チャンネル間隔は、該当の動作ク
ラスで許容される最大帯域幅を使用する場合、重畳しない隣接したチャンネルの各中心周
波数間の差を意味する。チャンネルセットは、該当の規制ドメイン及びクラスで合法的な
整数チャンネル番号のリストである。行動制限セットは、多様な規制ドメインで定義され
る行動制限（具体的な内容は、ＩＥＥＥ　８０２．１１標準文書のＡｎｎｅｘ　Ｄを参照
することができる。）を指示する。
【０２０９】
　下記の表９～表１２は、それぞれ米国、ヨーロッパ、日本及び国際動作クラスを例示的
に示したものである。動作クラスの定義は、地域または国家の規定の変更によって修正ま
たは代替され得る。
【０２１０】
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【表１２】

【０２１４】
　前記表９の例示から分かるように、米国の場合、ＴＶチャンネル番号２～４のチャンネ
ル開始周波数と、ＴＶチャンネル番号５及び６のチャンネル開始周波数が異なる。また、
ＴＶチャンネル番号５及び６のチャンネル開始周波数と、ＴＶチャンネル番号７～１３の
チャンネル開始周波数が異なる。また、ＴＶチャンネル番号７～１３のチャンネル開始周
波数と、ＴＶチャンネル番号１４～５１のチャンネル開始周波数が異なる。これは、米国
では、ＴＶチャンネル番号４と５が周波数上で離隔しており、ＴＶチャンネル番号６と７
が周波数上で離隔しており、ＴＶチャンネル番号１３と１４が周波数上で離隔しているた
めである（ＴＶチャンネル番号４と５との間、ＴＶチャンネル番号６と７との間、ＴＶチ
ャンネル番号１３と１４との間は、多様な他の用途（例えば、アマチュアラジオ帯域、国
際ＦＭラジオ帯域、海洋ＶＨＦラジオ帯域など）で定義されている）。
【０２１５】
　ここで、前記数学式４で説明したように、ＷＬＡＮチャンネルの中心周波数を表現する
ためには、チャンネル開始周波数値が与えられなければならない。しかし、全てのＴＶチ
ャンネルの周波数位置でチャンネル開始周波数値を同一に適用することはできない。その
理由は、上述したように、各ＴＶチャンネルが周波数上で連続的に定義されていないため
である。
【０２１６】
　図１０は、ＴＶチャンネルの周波数位置を例示的に示す図である。
【０２１７】
　図１０の例示において、ＴＶチャンネル番号４に該当する周波数位置に存在する周波数
セグメントを含むＷＬＡＮチャンネルの中心周波数を表現するためには（前記数学式４参
照）、チャンネル開始周波数値が０．０４５ＧＨｚになり得る。このようなチャンネル開
始周波数値（＝４５ＭＨｚ）は、ＴＶチャンネル４の中心周波数（＝６９ＭＨｚ）を基準
にして、一つのＴＶチャンネル幅が６ＭＨｚであるとき、ＴＶチャンネル番号０～４が連
続的に存在すると仮定した場合の、ＴＶチャンネル番号０の中心周波数値に該当する（す
なわち、ＴＶチャンネル３の中心周波数は６３ＭＨｚ、ＴＶチャンネル２の中心周波数は
５７ＭＨｚ、仮想のＴＶチャンネル１の中心周波数は５１ＭＨｚ、仮想のＴＶチャンネル
０の中心周波数は４５ＭＨｚになる）。
【０２１８】
　これと同様に、ＴＶチャンネル番号５に該当する周波数位置に存在する周波数セグメン
トを含むＷＬＡＮチャンネルの中心周波数を表現するためには（前記数学式４参照）、チ
ャンネル開始周波数値が０．０４９ＧＨｚになり得る。このようなチャンネル開始周波数
値（＝４９ＭＨｚ）は、ＴＶチャンネル５の中心周波数（＝７９ＭＨｚ）を基準にして、
一つのＴＶチャンネル幅が６ＭＨｚであるとき、ＴＶチャンネル番号０～５が連続的に存
在すると仮定した場合の、ＴＶチャンネル番号０の中心周波数値に該当する（すなわち、
仮想のＴＶチャンネル４の中心周波数は７３ＭＨｚ、仮想のＴＶチャンネル３の中心周波
数は６７ＭＨｚ、仮想のＴＶチャンネル２の中心周波数は６１ＭＨｚ、仮想のＴＶチャン
ネル１の中心周波数は５５ＭＨｚ、仮想のＴＶチャンネル０の中心周波数は４９ＭＨｚに
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なる）。
【０２１９】
　すなわち、前記表９において、いずれかのＴＶチャンネルに適用されるチャンネル開始
周波数値は、該当のチャンネルで仮想の１番目のＴＶチャンネル番号（例えば、ＴＶチャ
ンネルインデックスが０から付けられるとき、仮想のＴＶチャンネル番号０）の中心周波
数値に該当するものと説明することができる。
【０２２０】
　本発明で提案するＴＶＨＴチャンネル化は、前記表９～表１２でまとめたように、ｄｏ
ｔ１１ＣｕｒｒｅｎｔＣｈａｎｎｅｌＣｅｎｔｅｒＦｒｅｑｕｅｎｃｙＩｎｄｅｘに従っ
てチャンネル開始周波数が変わり、前記数学式４で示すように、ｄｏｔ１１Ｃｕｒｒｅｎ
ｔＣｈａｎｎｅｌＣｅｎｔｅｒＦｒｅｑｕｅｎｃｙＩｎｄｅｘ及びチャンネル開始周波数
に従ってＷＬＡＮ動作チャンネルの中心周波数が決定されると表現することができる。
【０２２１】
　例えば、米国では、ｄｏｔ１１ＣｕｒｒｅｎｔＣｈａｎｎｅｌＢａｎｄｗｉｄｔｈ＝Ｔ
ＶＨＴ＿Ｗ＋Ｗ（６ＭＨｚ＋６ＭＨｚ）で、ｄｏｔ１１ＣｕｒｒｅｎｔＣｈａｎｎｅｌＣ
ｅｎｔｅｒＦｒｅｑｕｅｎｃｙＩｎｄｅｘ０＝４で、ｄｏｔ１１ＣｕｒｒｅｎｔＣｈａｎ
ｎｅｌＣｅｎｔｅｒＦｒｅｑｕｅｎｃｙＩｎｄｅｘ１＝６である場合を仮定する。
【０２２２】
　この場合、１番目のチャンネル（すなわち、ｄｏｔ１１ＣｕｒｒｅｎｔＣｈａｎｎｅｌ
ＣｅｎｔｅｒＦｒｅｑｕｅｎｃｙＩｎｄｅｘ０＝４）に対するチャンネル開始周波数は、
前記表９に従って０．０４５×１０００＝４５ＭＨｚで、１番目のチャンネルの中心周波
数は、前記数学式４に従って４５＋６×４＋０＝６９ＭＨｚである。
【０２２３】
　次に、２番目のチャンネル（すなわち、ｄｏｔ１１ＣｕｒｒｅｎｔＣｈａｎｎｅｌＣｅ
ｎｔｅｒＦｒｅｑｕｅｎｃｙＩｎｄｅｘ１＝６）に対するチャンネル開始周波数は、前記
表９に従って０．０４９×１０００＝４９ＭＨｚで、２番目のチャンネルの中心周波数は
、前記数学式４に従って４９＋６×６＋０＝８５ＭＨｚである。
【０２２４】
　要約すると、チャンネル開始周波数は、前記表９～表１２及び図１０を参考にして説明
したように、ｄｏｔ１１ＣｕｒｒｅｎｔＣｈａｎｎｅｌＣｅｎｔｅｒＦｒｅｑｕｅｎｃｙ
Ｉｎｄｅｘの関数として定義される。チャンネル開始周波数とｄｏｔ１１Ｃｕｒｒｅｎｔ
ＣｈａｎｎｅｌＣｅｎｔｅｒＦｒｅｑｕｅｎｃｙＩｎｄｅｘの関係は、それぞれの規制ド
メインで相違する形に定義することができ、その各例示は、前記表９～図１２に示す通り
である。
【０２２５】
　図１１は、本発明の一例に係るＳＴＡの動作を説明するための図である。
【０２２６】
　ステップＳ１１１０において、第１のＳＴＡ（例えば、ＡＰ　ＳＴＡ）は、ＴＶＨＴ動
作情報パラメーターを決定することができる。ＴＶＨＴ動作情報は、図７で説明したＴＶ
ＨＴ動作情報フィールドに該当し得る。
【０２２７】
　ステップＳ１１２０において、第１のＳＴＡは、第２のＳＴＡにＴＶＨＴ動作情報フィ
ールドを含むフレームを伝送することができ、ステップＳ１１３０において、第２のＳＴ
Ａはこれを受信することができる。
【０２２８】
　ステップＳ１１４０において、第２のＳＴＡは、受信されたＴＶＨＴ動作情報フィール
ドから動作チャンネルの中心周波数などを決定することができる。これによって、ＴＶＨ
Ｔ　ＢＳＳで動作するＳＴＡのチャンネル化を行うことができる。
【０２２９】
　図１１を参照して説明したＴＶＨＴ動作情報の送受信及びチャンネル化方法において、



(42) JP 2015-524638 A 2015.8.24

10

20

30

40

50

上述した本発明の多様な実施例で説明した事項を独立的に適用したり、または２以上の実
施例を同時に適用することができる。
【０２３０】
　図１２は、本発明の一実施例に係る無線装置の構成を示すブロック図である。
【０２３１】
　第１のＳＴＡ１０は、プロセッサ１１、メモリ１２、及び送受信機１３を含むことがで
きる。第２のＳＴＡ２０は、プロセッサ２１、メモリ２２、及び送受信機２３を含むこと
ができる。送受信機１３及び２３は、無線信号を送信／受信することができ、例えば、Ｉ
ＥＥＥ　８０２システムによる物理階層を具現することができる。プロセッサ１１及び２
１は、送受信機１３及び２３と連結され、ＩＥＥＥ　８０２システムによる物理階層及び
／またはＭＡＣ階層を具現することができる。プロセッサ１１及び２１は、上述した本発
明の多様な実施例に係る動作を行うように構成することができる。また、上述した本発明
の多様な実施例に係る第１のＳＴＡ及び第２のＳＴＡの動作を具現するモジュールは、メ
モリ１２及び２２に保存し、プロセッサ１１及び２１によって実行することができる。メ
モリ１２及び２２は、プロセッサ１１及び２１の内部に含ませたり、またはプロセッサ１
１及び２１の外部に設置し、プロセッサ１１及び２１と公知の手段によって連結すること
ができる。
【０２３２】
　本発明の一例に係る第１のＳＴＡ１０装置のプロセッサ１１は、送受信機１３を用いて
第２のＳＴＡ２０装置にＴＶＨＴ動作情報フィールドを含むフレームを伝送するように設
定することができる。第１のＳＴＡ１０装置のプロセッサ１１は、前記ＴＶＨＴ動作情報
フィールドを図７で説明したように構成することができ、各サブフィールドの設定は、上
述した本発明の多様な実施例で説明した通りである。
【０２３３】
　本発明の一例に係る第２のＳＴＡ２０装置のプロセッサ２１は、送受信機２３を用いて
第１のＳＴＡ１０装置からＴＶＨＴ動作情報フィールドを含むフレームを受信するように
設定することができる。第２のＳＴＡ２０装置のプロセッサ２１は、受信されたＴＶＨＴ
動作情報フィールドに含まれた各サブフィールドの設定値から動作チャンネルの中心周波
数決定などのチャンネル化を行い、これによるＭＡＣ及び／またはＰＨＹ動作を行うよう
に設定することができる。
【０２３４】
　前記のような第１のＳＴＡ１０及び第２のＳＴＡ２０装置の具体的な構成は、上述した
本発明の多様な実施例で説明した各事項が独立的に適用されたり、または２以上の実施例
が同時に適用されるように具現することができ、重複する内容は、明確性のために説明を
省略する。
【０２３５】
　上述した本発明の各実施例は、多様な手段を通じて具現することができる。例えば、本
発明の各実施例は、ハードウェア、ファームウェア、ソフトウェアまたはそれらの結合な
どによって具現することができる。
【０２３６】
　ハードウェアによる具現の場合、本発明の各実施例に係る方法は、一つまたはそれ以上
のＡＳＩＣｓ（Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃ
ｉｒｃｕｉｔｓ）、ＤＳＰｓ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｏｒｓ）
、ＤＳＰＤｓ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｄｅｖｉｃｅｓ
）、ＰＬＤｓ（Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｌｏｇｉｃ　Ｄｅｖｉｃｅｓ）、ＦＰＧＡｓ
（Ｆｉｅｌｄ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｇａｔｅ　Ａｒｒａｙｓ）、プロセッサ、コ
ントローラー、マイクロコントローラー、マイクロプロセッサなどによって具現すること
ができる。
【０２３７】
　ファームウェアやソフトウェアによる具現の場合、本発明の各実施例に係る方法は、以
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上で説明した機能または動作を行うモジュール、手順または関数などの形態で具現するこ
とができる。ソフトウェアコードは、メモリユニットに保存してプロセッサによって駆動
することができる。前記メモリユニットは、前記プロセッサの内部または外部に位置し、
既に公知の多様な手段によって前記プロセッサとデータを取り交わすことができる。
【０２３８】
　上述したように開示された本発明の好ましい実施形態に対する詳細な説明は、当業者が
本発明を具現して実施できるように提供された。以上では、本発明の好ましい実施形態を
参照して説明したが、該当の技術分野で熟練した当業者であれば、下記の特許請求の範囲
に記載した本発明の思想及び領域から逸脱しない範囲内で本発明を多様に修正及び変更可
能であることを理解できるだろう。したがって、本発明は、ここで示した各実施形態に制
限するものではなく、ここで開示した各原理及び新規の各特徴と一致する最広の範囲を付
与するものである。
【産業上の利用可能性】
【０２３９】
　上述した本発明の多様な実施形態は、ＩＥＥＥ　８０２．１１システムを中心に説明し
たが、多様な移動通信システムに同一の方式で適用することができる。

【図１】
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【図２】

【図３】
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